
2004年度　Ⅳ.密教仏の世界 :
観音の図像と信仰を中心に

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2017-10-03

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 森, 雅秀

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/2297/23983URL



2004年度 

404 

 
IV. 密教の仏の世界：観音の図像と信仰を中心に 

 

1. 観音・観世音・観自在 
 

 

名称ひとつとっても、当て字（文殊、弥勒）であ

ったり、意味にそった付け方（観音／観自在）で

あったり、違いがあっておもしろいと思った。こ

うした名称の仕方の違いには、意図があるのでし

ょうか。たとえば「仏教の教えの中でも重要なの

は、意味にそって付ける。そうでないものは当て

字」とか…。それとも、日本に伝わるまでにたず

さわった人の気まぐれですか。 

前回の授業では観音の名称について少し時間をか

けすぎましたが、サンスクリットというなれない

言語でとまどった方も多かったようです。サンス

クリットそのものは印欧語の代表的な言語のひと

つで、名詞の格変化や動詞の活用などがとても複

雑です。しかし、仏の名称程度であれば、それほ

ど多くはありませんし、語尾を変化させることも

ないので、少し知っておくとその本来の意味など

がわかり、便利です。（もちろん本格的に勉強し

てもらってもいいですが。）仏の名称を意味で訳

すか当て字にするかは「気まぐれ」かどうかはわ

かりませんが、とくに法則はないようです。先週

も紹介したように、同じ仏でもその両者が現れる

場合があります。阿弥陀仏と無量寿仏や、大日と

毘盧遮那などはその例です。仏の種類は大乗仏教

まではそれほど多くはありませんが、密教の時代

になると、一気に増大します。中国に伝わるとき

には必ず漢字（つまり中国語）に翻訳されますが、

もともとの仏の意味がよくわからないような場合

は、当て字にならざるを得なかったようです。さ

らに、中国には伝わらなかった密教経典もたくさ

んあり、そのような仏をわれわれが論文などで取

り上げるときには、カタカナを用いるしか方法が

ないこともあります。 

 

ガンダーラの三尊像のあとにマトゥラーの方を見

ると、脇侍の扱いが小さいように感じました。菩

薩信仰の差と関係するのでしょうか。また、どう

して釈迦の脇侍は観音と弥勒が多いのでしょうか。

一部、金剛手も現れていましたが、他の菩薩は使

われないのでしょうか。 

たしかに本尊との大きさの比率が、ガンダーラと

マトゥラーとではずいぶん違いますね。マトゥラ

ーの場合、脇侍の二人が菩薩ではなく、単なる従

者であると解釈されることもあります。その姿も、

ガンダーラの脇侍菩薩に比べると、ずいぶんあっ

さりとしたというか、質素な身なりで、いわゆる

菩薩形の豪華な装身具や衣装は見られません。確

かに、菩薩信仰が背景にあるかどうかの違いかも

しれません。脇侍に登場する菩薩に観音と弥勒が

多いのは、実際の作例から確認できるのですが、

その理由は必ずしも明らかではありません。観音

が戦士階級、弥勒が聖職者階級を代表する存在と

見る研究者もいます。古代インド以来、インドで

は社会の支配階級として、この二つがともに重要

な存在でした。いわゆるカースト制度（ただしく

はヴァルナ制度といいます）の上位の2階級のバ

ラモンとクシャトリアにも対応します。ヒンドゥ

ー教の神の世界でも梵天と帝釈天がこの二つの階

級の機能や性格をそなえています。このような解

釈はフランスの神話学の泰斗ドゥメジルが唱える

「インド・ヨーロッパの神々の三機能説」も背景

にあります。脇侍の場合、観音と弥勒以外にも、

マトゥラーにあるような観音（あるいは蓮華手）

と金剛手の組み合わせもひとつの流れを持ってい

ます。また、文殊が現れる例もわずかですがあり

ます。密教の時代になると八大菩薩が四仏の脇侍

に分配されることがあり、そこでは観音と弥勒の

組み合わせは解消されて、それぞれ別の菩薩と対

になります。 

 

観音と他の菩薩との見分け方はこれから勉強する
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として、ブッダとの見分け方は単に「観音っぽい

装飾」だけでよいのでしょうか。豪華な装飾の紛

らわしい仏陀や、質素な格好の紛らわしい観音な

どはいないのですか。 

基本的に仏陀（如来）は装身具などはいっさい身

につけず、法衣のみをまとい、それに対し、菩薩

は頭髪を結い、瓔珞、臂釧、腕釧、腰飾り、条帛、

足首飾りなどさまざまな装身具を飾ります。その

ため、前者を「仏形」（ぶつぎょう）後者を「菩

薩形」（ぼさつぎょう）と呼ぶのですが、確かに、

その両者が混同したり、交代したりする場合もあ

ります。バラモンのイメージを基本とする弥勒が

装身具を身につけないのは、前回紹介したとおり

ですし、地蔵は中国や日本では僧侶の姿、すなわ

ち比丘形をとります。また、如来でも密教の大日

如来は垂髪すなわち肩までたれた長い髪をそなえ、

衣装や装身具も菩薩と同様です。このような大日

を「菩薩形の大日」と呼びます。また、基本的に

は仏形なのですが、宝冠のみをかぶる仏陀像もイ

ンドにはあり、宝冠仏と呼ばれます。このような

特殊な姿をするのは、仏教図像学のいわば常識破

りなので、その理由がいろいろ考察されています。 

 

観音が女性的なのは日本の特徴だということに驚

きました。男性的と女性的というのは両極端なこ

とのように思えますが、これは日本人が観音に対

して求めたものが、他の地域とは違ったというこ

となのでしょうか。 

観音のイメージが男性的な女性的というのは、か

なり重要なことだと考えているので、授業でもし

ばしば言及しますが、なぜ中国や日本では女性的

なイメージになったのかは、よくわかりません。

これからの授業でいろいろ考えていきたいと思い

ます。インドの観音は男性的だと言いましたが、

女性的にみえたというコメントもありました。た

しかに腰をひねった姿や優美な表情などは女性的

な印象を与えるかもしれません。 

 

千手観音がインドにないのには驚きました。とい

うことは日本へと移ってくる過程で手が増えたの

でしょうか。僕は多数の手を持つ存在としては、

古代エジプトの神を思い出します（アテン神？）。

あれは太陽から射す光を手に見立ててありました。 

千手観音のイメージが成立したのは中国のようで

すが、チベットやネパールにも作例はあります。

おそらく中国から伝播したものでしょう。インド

の変化観音はあまり研究がないのですが、最近、

私のものも含めていくつかの論文が発表されてい

ます。同じ名称をもつ観音でありながら、日本と

インドではずいぶん異なるイメージをそなえてい

ることに驚かされます（もちろん、その一方で正

確にイメージが伝わった場合もあります）。また、

日本や中国ではまったく信仰されていない変化観

音がインドにいくつもあることもわかってきまし

た。変化観音のあり方の違いは、この授業のひと

つのテーマになると思います。エジプトの太陽神

は私も知りませんでしたが、調べたところ「アテ

ン神」で正しく、「先端に手のついた光線をもつ

太陽円盤（または太陽球）としてあらわされる。

元来は太陽のものをあらわしていたが、新王国時

代になり太陽神として神格化され、第 18 王朝の

イクナテン王により唯一神としてアメン神に代わ

る国家の最高神にまで高められた。」とありまし

た。たしかに円盤のようなところから手がたくさ

んまわりに伸びたユニークな姿の神様でした。 

 

「観ず」という言葉は、「雑念を払って物事の姿

を観察して、その本質を悟る」という意味の仏教

語として室町時代にとくによく使われた（『時代

別国語大辞典 室町編』）。はっきりいつから使わ

れたかはよくわからなくて申し訳ないのですが、

「観音」から来ているのかと少し興味を持った。 

たしかに「観」というのは重要な仏教用語です。

浄土三部経のひとつ『観無量寿経』などでも経題

にも含まれ、内容的にも「無量寿仏を観ずる」こ

とが説かれています。ただし、この場合は「観

仏」つまり仏を観想するという一種の瞑想法を意

味して、その用語も観音の ava-lok とは異なるよ

うです。また「禅観経典」というジャンルの経典

もあり、これは「禅観」という、やはり瞑想法と

いうか修行法がテーマとなっています。これらの

経典は中央アジアやいわゆるシルクロードで成立
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したと考えられで、インド内部まではその起源は

たどれないようです（したがって「観」の原語は

不明なのですが）。観仏や禅観の場合、観想する

対象が仏や菩薩なのですが、観音の場合は観察す

るのはやはり観音の側だと考えられます。 

 

インドや日本という広い範囲に、これほどまで仏

教信仰が広まったのはどうしてなのかと思った。

仏のイメージを生み出したのは誰だったのかと疑

問に思った。 

基本的にはそういう関心で私も仏教を見ています。

仏教が 2 千年以上にわたって生き続け、しかもそ

れが生み出した文化的な所産は無限にあります。

「イメージを生み出したのは誰」というよりも、

「何が生み出したのか」あるいは「なぜ生み出さ

れたのか」に興味があります。授業でもそのよう

な視点から考えて行くつもりです。 

 

不空羂索観音立像が、上半分は風化してボロボロ

だったが、下半分はまるで本物のような足だった

のでびっくりした。今、見られる作品の姿よりも、

できた当初のものは数段美しかったに違いない。

そうした想像とともに作品を鑑賞するのも悪くな

いと思った。 

ご指摘のように、この作品はインドの作品の保存

状態を表すために、私もしばしば紹介します。腰

から上はずっと風雨や日光にさらされていたので

すが、下は土中に埋もれていたようで、実にきれ

いに残っています。これはたまたま私が調査に行

った頃に掘り出されたようですが、一年後に同じ

ところに行ったときは、再び土の中に埋められて

いました。一番保存するのによいと判断したので

しょう。そういう意味で、貴重な写真なのです。

インドの遺跡に行くと、日本の平安時代やそれよ

りも古い石像などが、ごろごろと散乱している姿

を目にすることが多く、胸が痛みます。 

 

観音像の特徴として蓮の花を持っていることをあ

げられたが、腕の数などは変化しているのに、な

ぜこれだけがまったく変化を見せていないのだろ

うか。地域の文化、社会によって、都合のいい花

に取って代わられてもよかったのではないかと思

った。 

確かにそのとおりですが、観音と蓮の結びつきは

とても強く、日本以外でもチベットやネパールの

観音も同じ花を持ちます。このような図像的な特

徴が維持されるのは二つの理由があります。ひと

つはそのように経典などに規定されているからで

す。仏像のイメージは適当に作るのではなく、規

範があることが多く、しばしば経典やその他の文

献に定められています。もうひとつの理由は蓮と

いうのがきわめてシンボリックな花であるからで

す。古代インドより蓮の花をモティーフとしたデ

ザインが大量に作られましたし、蓮を重視するの

はインドだけではなく中東やヨーロッパでも同様

です。実際、それほど重要ではないシンボルは異

なる文化圏に伝播するときに別のものに置き換え

られることがあります。また、同じシンボルであ

ってもインドと日本ではその表現形態はずいぶん

異なることがあります（これは蓮でも言えること

です）。 

 

観音経（詩偈）を読みますと「念彼観音力○○

○」という形で、観音の利益がいろいろ述べられ

て、衆生の声を聞いてくださる慈悲深い菩薩とい

うことは想像できますが、観自在が出てくる般若

心経は「五蘊皆空」とか「色即是空 空即是色」

というように、どちらかというと哲学的、知的な

イメージが強く出てきます。観音は慈悲という面

と知的な面と両方持っているのでしょうか。 

これはその経典が含まれるジャンルに関係します。

観音経を含む法華経は代表的な大乗経典ですが、

その中には仏塔崇拝や多仏信仰などさまざまな要

素が現れ、いろいろな衆生救済の方法が説かれて

います。一方、般若心経は般若経典類とよばれる

ジャンルに属し、「空の思想」を基本としたきわ

めて哲学的、思弁的な内容を持っています。法華

経と般若経は同じ大乗経典でも、説かれた内容や

対象が大きく異なります。なお、般若心経は般若

経典の中では少し異色の存在で、最後に説かれて

いる陀羅尼が最も重要で、「陀羅尼経典」として、

歴史的には流布してきました。般若心経が哲学的
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な内容を持つというのは、かなり現代的なとらえ 方です。 

 

 

2. インドの観音（1）ガンダーラ、グプタ、パーラ 
 

 

日本の十一面観音は頭に観音の「別の顔」が乗っ

ていて、あわせて「十一面」というのはすぐにわ

かったが、これのひとつ前の中央アジアのハラホ

トの十一面八臂観音では、観音の顔ではない顔も

あったり、顔の数を数えても十一ではなかった気

がしたのですが…。インドネシアのチャンディ・

ムンドット内部の正面にすわっている仏像のすわ

り方が、サイドの 2 体に比べてけっこう無防備だ

と思った。フツーにすわっている感じ。他のは足

を組んだりしてるのに。 

向源寺の十一面観音は正面の顔の横に一面ずつ、

真後ろに 1 面、その上の段に 6 面、一番上に 1 面

で合計 11 面になります。これは十一面の配列と

してはかなり特殊です。また、それぞれの表情に

違いがあり、とくに正面の左右や後ろの顔は見応

えがあります。別の方の質問に、後ろの面はどう

やって見るんですかというのがありましたが、現

在はこの像は本堂の横の小さな宝物館に安置され

ていて、後ろにも回って見ることができます。お

像のわりにはぱっとしない建物なので、本堂の方

に安置した方が雰囲気はいいのですが…（文化財

保護法などの関係でむずかしいようです）。ハラ

ホトの十一面観音は下から順番に 3，3，3，1，1

で 11 面となっています。これはチベットの十一

面の一般的な配置です。チャンディ・ムンドット

の姿勢はたしかに無防備という感じですね。衣が

肌に密着しているので、着けていることがあまり

よくわからず、足を開いた状態ですわっているの

で、そのような印象を受けるのでしょう。この三

尊像はインドネシアの仏像の中でもとくに有名な

ものですが、様式的にはインドのグプタ期の彫刻

に通じるものがあります。 

 

先週のプリントのチャンディ・ムンドゥットの像

で「仏倚像」というのがありましたが、「仏像」

とは何が違うのですか。「半跏思惟像」は「思考

にふけっている」と辞書に説明がありましたが、

何か悩んでいるような邪念があるかのような印象

を受けました。こういう像でもありがたみを感じ

られるものなのでしょうか。 

倚像はイスに腰掛けている像のことをいいます。

仏像はその姿勢によって立像（りゅうぞう）、坐

像、倚像などがあり、さらにすわり方に結跏趺坐、

半跏坐、輪王坐などに分かれます。これに仏の名

称そのものを加え、弥勒半跏像とか、阿弥陀仏立

像などと呼ばれます。半跏思惟像はいろいろ問題

がある像です。われわれのよく知っている弥勒半

跏思惟像は中国で成立したものでインドでは存在

せず、ガンダーラのものは釈迦か観音と比定され

ています。さらに古い時代のものでは、降魔成道

の場面で、悩めるマーラ（魔）の王が、この姿で

表されます。授業でも少し言及しましたが、ヨー

ロッパの美術では「メランコリア」（憂鬱気質）

という寓意像のモチーフに同じ姿が現れ、ルネッ

サンスをはじめ現代にいたるまで、大きな潮流を

形成しています。半跏像については田村圓澄・黄

壽永編『半跏思惟像の研究』（吉川弘文館、1985）、

メランコリアについてはＦ．ザクスル『土星とメ

ランコリア』（晶文社）という文献があります。 

 

坐っている仏像は普通、跏趺坐の坐り方をしてい

ますが、三千院の阿弥陀三尊像の脇侍の観音、勢

至は日本式の正座に近いので、驚きました。よく

見ると腰を少し浮かした姿勢で、すぐに動き出せ

る態勢なのは、来迎図の趣旨なのかとも思いまし

た。 

そのとおりで、三千院の阿弥陀三尊像は平安時代

末の迎接像（ごうしょうぞう）の代表的な作例で

す。観音・勢至の姿勢は跪坐（きざ）と呼ばれ、

ひざまずくポーズで来迎者を迎えます。知恩院の
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有名な来迎図「早来迎」と同様、来迎の場面の緊

迫性や臨場感が込められています。この三尊が安

置されているのは、往生極楽院といい、名前もそ

のまま来迎思想を反映しています。 

 

作品によって、同じ観音や弥勒であっても、雰囲

気が違っていて、私にはどの像がどれを表してい

るのか見分けがつきませんでした。 

それがふつうだと思います。授業が進むに連れて、

同じ作品を見ても、別の印象を受けたり、他の作

品と区別が付くようになっていくのでご心配なく。 

 

たしかにダライラマは日本ではほとんど出ません

ね。情けない。しかし、リチャード・ギアがチベ

ット仏教徒だったとは…。もしかしたら「セブン

イヤーズ・イン・チベット」はブラット・ピット

よりリチャード・ギアがやりたかったのかもしれ

ませんね。前々から疑問でしたが、仏＝ブッダは

よく画中像で描かれていますが、他の高弟などは

どのくらい描かれているのでしょうか。キリスト

教では聖~の像などけっこうありますが。 

リチャード・ギアが敬虔なチベット仏教徒である

ことは、この世界ではよく知られています。「セ

ブンイヤーズ・イン・チベット」にリチャード・

ギアが関係しているかどうかはよくわかりません

が、同じころに公開された「北京のふたり」に出

演し、中国の人権問題を取り上げていました。ち

なみに「セブンイヤーズ…」は登山家ハインリ

ヒ・ハラーの同名の小説にもとづいていますが、

これは日本の河口慧海の探検記のまねをしたタイ

トルです。この他、映画界とチベット仏教との関

係では、女優のユマ・サーマンの父親が、有名な

チベット学者ロバート・サーマンというのもあり

ます。ユマ・サーマンの名は正しくは Uma 

Karuna Thurman と い い ま す が 、 Uma も 

Karuna もサンスクリット語です。たしか、子ど

もの名前も Tara とつけた記憶があります（女尊

のターラーです）。釈迦の高弟の作例については、

インドでは釈迦の生涯を描いた仏伝のなかに登場

する程度で、単独像はありません。これはインド

において聖なる像つまりイコンを作るときの題材

に、高弟のような歴史上の人物を選ぶことがほと

んどなかったということにも関連します。これに

対し、チベットや日本では歴上の有名な僧たちを

描くことが一般的で、同じ仏教美術といっても民

族性のようなものが現れます。（質問文の画中像

というのは絵の中の絵という意味で使いますが、

作品一般と理解しておきます） 

 

温泉地等にあるような山中の大きな観音像は、い

つ頃作られるようになったのでしょうか。また、

体内にはいることのできるものもあるそうですが、

入ることによって何か利益を得られるものなので

しょうか。話はずれますが、東大寺の大仏の鼻と

同じ大きさの穴を通り抜けると、無病息災にとい

うことがあったはずですが、観音の体内にはいる

のと、同じような感覚でしょうか。 

加賀温泉駅の北にあるような巨大な観音像は、学

期の終わりの方で、観音信仰の多様化というよう

な問題でできれば取り上げたいと思っています。

いつ頃からかはよくわかりませんが、日本中のあ

ちこちにあるのは、高度成長期以降のものが大半

だと思います。最近、このような仏像を見て回っ

たエッセイとして、宮田珠己『晴れた日は巨大仏

を見に』（白水社）という本が出て話題になって

います。宗教学や神話学から的見れば、巨大な生

物の体内に入って、ふたたび外に現れるというの

は「死と再生」のモチーフになっていて、別の人

間になって生まれ変わるという通過儀礼的な意味

が読みとれます。わかりやすい例では、ピノキオ

で最後に鯨に飲み込まれて、ふたたび外に出て

「よい子になってハッピーエンド」というのがあ

ります。そこまで深読みしなくても、巨大な仏像

を見るのは特別な体験ですし、中に入れるのなら

ば入ってみたいというのも人間の本性のような気

がしますが。 

 

臨終する人が五色の糸を握って阿弥陀に祈るとい

う話がありましたが、タイの仏教でも聖糸という

糸があるという話を聞きました。仏教にとって糸

には何か意味があるものなんでしょうか。 

五色の糸は浄土教以前の密教の思想に関係がある
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と思います。密教では大日如来を中心とした五尊

の仏（五仏
ごぶつ

）を仏の世界の頂点におきます。これ

らの五仏はそれぞれ仏の智慧にひとつずつ対応し、

それを象徴的に五種類の色で表します。そのため、

密教では五色というのが重要な意味を持ち、五色

の糸がいろいろな場面で用いられます。たとえば

儀礼を行う壇の上を結界をするときには五色の糸

（実際はロープぐらい太いものもあります）を張

り巡らせます。われわれの世界と仏の世界の境界

の機能を持ち、これは臨終行儀における阿弥陀と

往生者（つまり死者）とをつなぐ五色の糸とも共

通するように思えます。タイの仏教の聖糸は調べ

てみましたが、よくわかりませんでした。たぶん、

そのようなものがあると思います。ネパールの仏

教では儀礼で糸が用いられ、やはり天上世界の仏

たちと、われわれをつなぐ役目をもっています。 

 

装飾や姿形の変化によって、さまざまな意味をな

すことがわかった。前日配布されたプリントの 6

頁目の左上の男性の観音立像の説明の時に、ネパ

ールでは百八観音があり、日本では三十三観音が

あるという話がありましたが、どのような理由で

聖なる数なのか疑問に思いました。 

百八は除夜の鐘などでもおなじみの煩悩の数です

が、それ以外にも仏教で古くから重視された数で

す。とくに仏に対する行法として、仏の名前を

108 あげて祈る「百八名讃」というのがあり、い

ろいろの仏が 108 の異名で賛嘆されたり、108 の

仏を集めてその名を唱えたりしました。108 とい

う数そのものが 3 の 3 乗×2 の 2 乗というきれい

に分割できる数であることも重要でしょう。三十

三観音の方は日本の変化観音の時に取り上げる予

定ですが、帝釈天を中心とする神々のグループに

三十三天というのがあり、それにならったものと

いわれています。数を調べると、その仏の起源や

性格がわかることがあります。 

 

これまでに見てきた仏像は、みんな人の形をして

いるようです。神社などには狛犬の像があったり

しますが、仏像が動物を連れている例はあります

か。 

動物が仏像に現れるのは、密教仏にいくつか例が

あります。いずれも仏や菩薩などが乗ったり踏ん

だりする例が大半で、文殊が獅子、普賢が象、大

威徳明王が水牛、阿弥陀が孔雀などに乗ります。

馬頭観音は変化観音のひとつですが、その名前の

通り、頭部が馬で、日本では化仏のように小さな

馬の首を頭につけています。仏像に現れる動物の

モチーフについては、参考書に指定した私の『イ

ンド密教の仏たち』でも取り上げています。 

 

特徴は簡単に分類できないというが、壁画などの

作り手（彫り師？）らは、何にもとづいてそれら

を作ったのか。マトゥラーの弥勒菩薩像には、男

性器のようなものがあったようだが、弥勒などに

性別は存在したのか。 

壁画や彫刻の作者たちが、どのような情報源をも

っていたのかは、仏教美術を考える際の重要な問

題です。大きく分けて二つあり、ひとつは技術者

としての伝統で、もうひとつは文献にもとづく知

識です。前者は、何をどのように描くか（あるい

は刻むか）というもっとも基本的な技術に関して、

師から弟子に受け継がれた伝統です。後者は制作

を依頼した仏教徒や僧侶たちが、このように作っ

てほしいとか、経典のこの記述を参考にしてほし

いというような情報が予想されます。インドの仏

教美術はこの 2 つの情報のバランスをどのように

とるかで、ずいぶん様相が異なります。弥勒の性

別と性器ですが、基本的に菩薩は男性なので、男

性器がついているはずです。マトゥラーもそうで

すが、グプタ期のサールナートの仏像などは、衣

が肌に密着しているのでこのことはよくわかりま

す。ただし、仏の三十二相のひとつに「陰蔵相」

というのがあって、仏の男性器は馬のそれの如く

であるが、ふだんは牛のように体の中に隠れてい

て、よくわからないというのがあります。 

 

観音や菩薩がさまざまな印を結んでいますが、印

はなぜ結ばれるようになったのですか。そもそも

印とは何なのでしょうか。 

印はサンスクリットで mudrā（ムドゥラー）とい

って、インドで古くからあります。ヨーガを行う



2004年度 

410 

ときも、手の姿勢は重要で、坐法などと並んで、

詳しく規定されています。仏教の場合、釈迦の仏

伝図像が印の背景にあり、それぞれの場面で釈迦

が取っていた手のポーズ（たとえば降魔の時の触

地印、初説法の時の転法輪印）などが形式化して、

他の仏たちにも登場します。密教では行者が印を

結ぶことがよく見られますが、これは仏の姿勢を

自分でとることで、仏と一体となる（つまり成仏

する）ことを容易にすると考えられています。ま

た、儀礼の中で、特定の所作を表すための象徴的

な印も見られ、たとえば、供物をそなえる姿勢を、

実際には供物はない状態で、手だけで表したりし

ます。 

サールナートとアジャンタ間で、それまでの観音、

弥勒が入れ替わったようになっているのは、もし

かしたら両者が間違って伝えられたという可能性

はないのだろうか。 

ひょっとするとそうかもしれませんが、それでは

あまり発展性がないので、いろいろ考察します。

もっとも、観音や弥勒を比定するのは、別の要因

（たとえば過去七仏と弥勒）からなので、そのよ

うな体系全体が大変換している必要があります

（つまり過去七仏の隣には観音が来るようになる

とか）。 

 
 

3. インドの観音（2）変化観音 

 
 

この部屋の椅子はいつもお尻が痛くなって、今日

もたいへんでした。スーチームカの顔があまりに

リアルで怖かったです。オンマニペメフンにはび

っくりしました。その言葉は五体投地するときの

言葉として知っていたのですが、考えればあれも

チベット仏教ですから、ルーツはそこにあったん

ですね。 

オンマニペメフンはチベット人が日常的にとなえ

る観音の真言で、日本の念仏のようなものです。

「オーム、蓮華の中の宝珠よ、フーン」という意

味です。サンスクリットなのですが、そのまま発

音しています。蓮華が観音のシンボルであること

は、授業でも繰り返して言っていることです。チ

ベットではお寺のまわりにマニコルという金属や

木の円筒形のものがならんでいますが、その表面

にもこの真言が刻まれて、これを回すことで、真

言を唱えた功徳があるといわれています。中にも

真言を書いた紙が入っています。携帯用のマニコ

ルもあって、道行く人が、よく回しながら歩いて

います。五体投地、つまり両手、両足、頭の五箇

所を地面につけて礼拝する方法は、チベットでよ

く見られますが、日本でも僧侶が行うことがあり

ます。かなりの体力の必要とするのですが、巡礼

をしている人はこれで寺院の周りなどを右回りに

回っています。見ていると胸打たれるものがあり

ます。教室の椅子の座り心地の悪いことは知りま

せんでした。他の教室よりも新しいので、てっき

り快適だと思っていました。 

 

仏教では女人と交わることは、執着の始まりであ

るとされるのに、女神をしたがえているのが不思

議に思えた。土着の信仰と結びついたものもある

のだろうか。 

たしかに仏教では愛欲は否定されるものでした。

しかし、密教の時代には、そのような禁欲的な傾

向が緩和され、むしろ悟りへのエネルギーとして、

活用されることさえおこります。仏教の仏たちの

世界への女神の登場は、このような教理的な変化

とかならずしも一致するものではありませんが、

何らかのつながりも想定されます。女性の仏、す

なわち女神への信仰の流行は、インド全体の文化

的な潮流の中で理解すべきことでもあります。ヒ

ンドゥー教でも従来のシヴァやヴィシュヌなどの

男性神中心の神々の世界から、女神の台頭が起こ

ったのが同じ頃でした。ドゥルガーやカーリーの

名がよく知られています。その中にはたしかに、

本来は土着的な女神であったものが、汎インド的

な広がりを持つことも起こります。仏教の女神
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（女尊）も、そのようなローカルな神だったもの

が大勢います。 

 

密教系観音には、いわれがなく、文献に記述のみ

があるという話でしたが前期の教養の話にもあっ

たように、文献が先行しているのでしょう。文献

中で姿のイメージのみ増殖していくという話があ

ったと記憶しています。 

そのとおりです。私の教養の「密教美術の世界」

を取っていた方には、すでにおなじみの考え方で

しょう。仏伝のような説話的な図像とは異なり、

仏像そのものを表すことが多いこの時代には、文

献と作例の関係が、大きく変化しています。今回

の授業でそのあたりのことをはじめにお話しする

つもりです。 

 

エローラとオリッサと、場所が違うのに同じ像が

彫られるのは、どちらか先に作った方から、誰か

が何らかの方法でその像の造りを伝えたというこ

となのでしょうか。またそうならば、何のために

伝えられたのでしょうか（師匠と弟子の関係と

か）。 

エローラとオリッサで図像的につながりのある作

品があることは確かなのですが、その歴史的な背

景についてはまだよくわかっていません。人的な

交流があったことも予想されます。仏像を刻む職

人は、依頼主があってはじめて生計が立てられる

ので、政治的、経済的な状況も関係すると思いま

す。エローラ石窟の造営は国家レベルのものでし

たから、それを支える王朝がどの程度の領土を有

していたか、あるいは隣国との関係はどうであっ

たかなどが問題になります。エローラとオリッサ

はインドの東西の端なので、その間は相当の距離

があるのですが、交易があったことも予想されま

す。これよりも前の時代ですが、南東インドのア

ーンドラ地方の仏教美術も、アジャンタの壁画に

影響を与えています。方向は東から西なので、オ

リッサとは逆ですが、われわれが思うよりも、イ

ンド内部の文化の伝播は、大規模で活発だったよ

うです。 

 

脇侍が変化することで、観音のイメージが変わる

のでしょうか。つまり、餓鬼であれば観音の慈悲

深さを表し、ターラーやブリクティーならば柔和

さなど。 

そういうことがあれば、たしかにおもしろいです

ね。でも、作品を見る限りでは、あまり関係はな

いようです。観音の脇侍に登場する 4 人の脇侍の

組み合わせは、中心の観音の図像上の特徴などと

も関係しないようです。餓鬼が登場する作品と、

そうではない作品の場合も同様です。どうもこの

時代の作品は、構成する要素をパズルのピースの

ようにとらえて、適宜、組み合わせているように

も見えます。 

 

東寺講堂のいわゆる立体マンダラの菩薩部に、金

剛法菩薩があったのを思い出しました。変化観音

の一種だったのですね。 

東寺講堂は中心の五仏が、向かって右の菩薩のグ

ループ、左の明王のグループへと姿を変えたもの

として作られています。菩薩の中の金剛法は五仏

の中の阿弥陀と結びついています。これは金剛界

マンダラを背景としたもので、このマンダラで西

の阿弥陀のまわりにいる 4 人の菩薩の代表が金剛

法だからです。阿弥陀と観音の結びつきは浄土教

にも見られるように伝統的で、密教はこれをその

まま利用したのですが、名称を密教的な「金剛

法」と変えています。金剛法は金剛界よりも前に

成立した胎蔵マンダラにすでに現れ、蓮華部の中

心に位置しています。これは仏を中心として、観

音と金剛手がならぶ三尊形式と関係があるといわ

れています。東寺の講堂で、菩薩の反対側に明王

がいることも、これによく似た発想です。 

 

プリントで 26から背景がはっきり細やかになっ

ているように思えるのですが、何か特別なことが

あるのでしょうか。今までのものが削れてしまっ

ただけですか。インドの十一面観音は日本のもの

と比べて立体的で、面というより頭という感じが

しました。初期の変化観音は少なくて、少し寂し

いですね。獅子吼観音の獅子の顔は、人の顔のよ

うに見えてしまいました。渋面のような観音の表
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情とは対照的かなと思います。 

一般にパーラ朝のものは時代が下るほど装飾が増

えて、光背や頭光が豪華になります。その分、仏

像そのものは迫力や写実性が失われ、形式的にな

ります。そのため、一般的にはインドの仏教美術

はグプタ期に最盛期を迎え、パーラ朝はすでに衰

退的な傾向になるいわれています。しかし、パー

ラ朝の作品にも多様なものがあり、その中には芸

術的にすぐれたものもたくさんあると思います。

カーンヘリーの十一面観音はお団子がならんでい

るようで、たしかに日本の十一面観音とは印象が

異なります。十一面の「面」は「おもて」という

よりも顔という意味ですが、実際は頭と理解され

ます。獅子吼観音の獅子はあまりライオンらしく

ありません。顔もそうですが、足の表現なども、

何だか変な感じです。同じようなライオンは文殊

の座にも現れ、むしろ、獅子吼観音はこのような

先行例をマネしただけのようです。稚拙なライオ

ンの表現は、インドにライオンがいないのだから

しかたがないとも思いますが、古くはアショーカ

王の石柱に見事なライオンの彫刻があったり、ヒ

ンドゥー教の女神のドゥルガーが迫力あるライオ

ンをしたがえていたりするので、技術的には可能

だったはずです。 

 

脇侍のターラーとブリクティーは、それぞれ日本

語ではどんな意味なのかなぁと思った。 

ターラーはいろいろ解釈されますが、「渡る」と

いう意味の動詞 tṛ に由来するともいわれ、この場

合、「衆生を彼岸に渡らせるもの」と解釈されま

す。このほかに、瞳を指すことばであったり、星

の名前、あるいは「ラーマーヤナ」に登場する猿

の王妃の名前などがいずれも「ターラー」です。

ブリクティーもよくわからないことばですが、

「眉間のしわ」というのが辞書に出てきます。そ

のため、観音の眉間から現れたと説明されること

があります。眉間にしわが寄るのは困ったときと

か怒ったときなので、あまり観音のイメージと結

びつきません。仏教の仏の名前は、このようによ

くわからないものもたくさんあります。 

 

八大菩薩の並び方は、無作為なのか、もしくはき

まりがあるのか。六畳の小さく暗い部屋にあれだ

けの仏像がならぶと圧巻だろう。作者もその効果

をねらって作成したのだろうかと思う。観音と金

剛手を対にするという配置は、日本の仁王を想起

する。それは同じ流れを汲むからだろうが、仁王

像に観音などの痕跡を見ることができるのか。 

八大菩薩の並び方は法則があるようです。ただし、

それは厳密なものではなく、また、地域によって

も少しずつ異なるようです。これについては私の

『インド密教の仏たち』で取り上げています。エ

ローラで八大菩薩がならぶ祠堂は、六畳よりもも

う少し大きかったかもしれませんが、真っ暗闇の

中で等身大の石像たちに囲まれるのは、本当に迫

力があります。ときどき、足下に高さ 5，60 ㎝の

合掌する帰依者の像があることがありますが、こ

れもなかなか印象的です。仁王はただしくは「密

迹金剛力士像」といい、金剛手の流れを汲むもの

です。仏の近くにボディーガードのように筋骨た

くましい金剛手が描かれるのはガンダーラで好ま

れ、仁王のイメージの源流もここにあります。 

 

前回のＱ＆Ａで名称の当て字や意味にそった付け

方の質問がありましたが、Ａ国の言語をＢ国の言

語に翻訳するときにスムーズに翻訳できる場合と、

両国の間に大きなカルチャー・ギャップがあって、

スムーズに翻訳できない場合があると思います。

（明治時代の日本においても西欧語を日本語に翻

訳するのに非常に苦労したことは森鴎外も書いて

います）とくに宗教的な専門語は適当な翻訳語が

なかったり、あるいは言語に含まれる聖性を保持

するために意図的に言語の音韻を生かして訳（音

訳）することもあったようです。これが質問者の

いわれる「当て字」だと思いますが、この翻訳の

系列に属するものに真言や陀羅尼といわれるもの

があります。これは音韻の持つ響きに重要な宗教

的意味があります。正しく発音されたことば、さ

らに真実を伝えることばは単なる伝達のツール

（道具）ではなく、実存世界の象徴としてわれわ

れにエネルギーを発信していると考えられたよう

です。真言や陀羅尼の響きが宇宙の響きと共鳴す
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ると直感されたのでしょう。瀬戸内寂聴さんは

「仏教塾」（集英社刊）の中で、山岳修行で登山

をしていたときに息切れしそうになったので、不

動明王の真言を繰り返し唱えていたら、息切れが

収まり元気も出てきたと述べています。真言や陀

羅尼には息を整える呼吸法としての働きもあるよ

うです。また僧侶作家の玄侑宗久さんはエッセイ

集「釈迦に説法」（新潮社刊）で、陀羅尼などは

1時間くらい大声で詠んでいても声がおとろえた

り喉が痛くならないが、カラオケではそうはいか

ないと述べています。ですから質問者のいわれる

「仏教の教えの中で重要でないものが当て字…」

ということはないと思います。 

長文のコメントありがとうございました。私の回

答は仏の名称に限定して答えたものですが、たし

かに真言や陀羅尼についてはおっしゃるとおりで

しょう。不動の真言は修験道で山林を歩くときに

唱えるものなので、そのような効果もたしかにあ

ると思います。中国では外国語であるサンスクリ

ットを音訳するときにも、漢字に置き換えなけれ

ばならなかったので、いろいろ苦労があったよう

です。意味をとりにくいようにわざと普段は使わ

ないようなむずかしい字を使ったり、発音記号の

ようなものを工夫しています。このために、密教

経典を電子化するときに、パソコンで出ない文字

がたくさん含まれたりして、苦労するのですが…。 

 

 

4. 観音経（法華経普門品）と八難救済観音 
 

 

仏像のさまざまな差異は、口誦伝承の過程で生じ

た差異によるところが大きいかと思った。伝言ゲ

ームという表現を使っていたが、人が人に何かを

ことばで伝えようとすると、その人なりの解釈や

想像も入るだろうし、その土地ごとの特徴的なも

のが入ることもあるから、より古くテキストのな

いものは、それこそ多種多様なものが作られても

おかしくはないのではなかろうか。また、文字で

表されたものも、地域や国をこえるときに、違っ

た形で伝わることもあるのではないだろうか。 

たしかに、ある出来事が起こっても、それを伝え

る過程で、さまざまな伝承が生まれます。そもそ

も、同じ出来事を見ている複数の人が、その出来

事をまったく違うイメージでとらえることもしば

しばあります。それはけっして、古代のインドだ

けの話ではなく、現代のわれわれのまわりでも、

頻繁におこっているのではないでしょうか。口誦

伝承についても、仏教に限らず、文学、神話学、

文化人類学などさまざまな領域で関心を集めてい

ます。このような口誦伝承と仏教美術との関係に

ついて付け加えると、語りであろうと、文字の形

であろうと、歴史的には膨大な量のテキストが生

まれ、そしてその大部分が消滅してしまったこと

が重要でしょう。現存する文字資料は、奇跡的に

残ったものにすぎません。これに加え、図像がテ

キストに依存しているだけではなく、図像的な伝

統がむしろ重要であったことも、つねに意識する

必要があります。地域や時代を超えてイメージが

伝達されるときに、その意味や形が変わることと、

その過程で何が重視されたかは、私自身が仏教美

術をとらえるときに、気になるところです。ずい

ぶん昔ですが、そのようなことを意識して書いた

論文があります（「十忿怒尊のイメージをめぐる

考察」『仏教の受容と変容 チベット・ネパール

編』佼成出版社）。 

 

図像が生まれる過程の説明の部分でふと思ったの

だけれど、キリスト教は絵画的な作品が多いのに

対し、仏教は仏像などの彫刻作品がメインである

気がする。両者の違いが気になった。 

授業で取り上げている作品が仏教の彫刻であるこ

とが多いので、そのような印象を与えたかもしれ

ませんが、仏教でも絵画はたくさん作られました。

日本では「仏画」と呼ばれ、密教ではとくに膨大

な量があります。インドでは残念ながら、保存に

難があったようで、パーラ朝のころの仏教絵画は
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ほとんど残っていません。わずかに写本の挿し絵

でいくらか伝えられています。インドの重要な仏

教絵画としては、アジャンタの壁画が重要です。

一方のキリスト教の美術に絵画が多い印象をもつ

のは、美術の教科書などに登場する作品に絵画が

多いからかもしれませんが、実際は彫刻もたくさ

んあります。教会で中心におかれているのは、キ

リストやマリアの像です。 キリスト教と仏教の

美術はまったく別のもののような感じがしますが、

どちらも神や仏を人の姿に似せて表したり、説話

図も礼拝像もあることなど、宗教美術として共通

の要素も多く認められます。キリスト教美術の研

究者と同じ研究会に出席したことがありますが、

問題意識がずいぶん共有できることに驚いたこと

もあります。 

 

彫り方についてちらっと話していましたが、「高

浮彫」と「丸彫り」の違いがよくわかりませんで

した。日本でもたしか、平安時代の仏像の作り方

に、「一木作り」と「寄せ木造り」というのがあ

った気がしますが、そのような違いなんですか。 

高浮彫は浮彫の一種ですが、光背に像の背中を密

着させるように彫るため、像全体は立体的になり

ます。普通、浮彫（レリーフ）というのは、石板

や金属板にほんの少しでこぼこを付けたようなも

のをイメージするので、それと区別するために

「高浮彫」と呼んでいます。「丸彫り」はべつに

像を丸く彫るわけではなく、いわゆる彫刻として、

全身を石から掘り出したものです。日本の仏像に

用いられる「一木造り」と「寄せ木造り」は、木

彫すなわち木材を使った彫刻の技法のことで、そ

の言葉の通り、一木作りは一本の木から掘り出し

たもの、寄せ木造りは複数の木材を組み合わせた

上で彫ります（組み合わせることを「矧（は）

ぐ」といいます）。インドにも木彫の仏像があっ

たようですが、ほとんど残っていません。 

 

観音は説話にもとづいて生まれた像ではないとわ

かりました。素朴な質問になってしまいますが、

観音のそばの脇侍もまた、観音と同じ過程ででき

たのですか？たぶんそうじゃなくて、説話にもと

づいたものなんですよね。うまく言えませんが、

脇侍の組み合わせが変えられたのは、ひとつひと

つが説話を持っていて、独立したものだからなの

でしょうか。観音のマニュアルに組み込まれた像

なら、変更不可ですよね。 

脇侍の成立はじつはよくわかりません。古い時代

であれば、たとえば阿弥陀の両側に観音と勢至が

脇侍の菩薩として登場しますが、これは浄土経系

の経典に説かれていることが典拠となります。ま

た、ガンダーラの脇侍菩薩に観音と弥勒が現れ、

これがクシャトリアとバラモンのイメージを持っ

ていることを紹介しましたが、その場合、特定の

文献にもとづくというよりも、菩薩の持つふたつ

の特性をそれぞれが体現していると解釈されます。

ところが観音の場合、ターラーやブリクティー、

さらに馬頭や善財童子がなぜそこに現れるのかを、

説明することが困難なのです。このうち、ターラ

ーは単独像が大量に残っていますが、その図像上

のイメージは観音にきわめて近く、おそらく観音

の流行に連動したような形で、大量に生産された

と思われます。しかし、脇侍が独立して単独像に

なったのか、あるいはその逆に、単独像が脇侍に

組み込まれたのかも、よくわかっていません。ブ

リクティーも同様で、単独像の作例がやはり相当

数、残っています。これに対し、男尊の二人は、

いずれも脇侍のみの作例しか知られていません。

観音に限っても、脇侍の中にこのような違いがあ

りますが、それ以外の如来や菩薩でも同じような

ことがあります。その多くは特定の説話を持つこ

とはほとんどないでしょう。脇侍に限らず、仏や

菩薩などの種類が爆発的に増えたのは、密教の時

代の特徴で、その一部は脇侍のような形でのみ登

場しますが、その成立の背景はまだ解明されてい

ません。 

 

スライドで右腕の欠けた観音を見ていてふと思っ

たのですが、今までのスライドの中にも欠けた観

音像があったと思います。日本では観音像という

と、お堂の奥に置かれて大事にされているイメー

ジがありますが、インドではどのようにまつって

あるのでしょうか。現在のインドの宗教というと
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ヒンドゥー教が大部分のはずなので、仏教信仰が

すたれて仏教寺院の観音像が粗末に扱われていた

のではとも思いました。 

インドの仏像はほとんどが遺跡からの出土品です。

ヒンドゥー教の寺院や、村のほこらのようなとこ

ろにまつってあったものもあります。インドから

仏教は 800 年ほど前に滅んでいます。そのため、

どうしてもインドの仏像は腕や顔などが欠けた作

品が多くなります。それでも、パーラ朝のものは

黒玄武岩というかなり硬い石材が用いられている

ので、保存状況はそれ以外の時代や地域のものに

比べると比較的良好です。わたしは欠けた状態に

仏像に慣れてしまっているので、それほど違和感

がないのですが、日本の有名な仏像ではこのよう

な不完全なものがあまりないので、はじめて見る

方には、ずいぶん哀れな状態だという印象を与え

るかもしれません（実際は日本の仏像もほとんど

が補修をしてありますが、それがわからないよう

になっているだけなのですが）。仏像の安置場所

ですが、インドの仏教寺院では、寺院の一番奥の

本堂のようなところにも、当然本尊が安置されて

いますが、入口や外壁などにもたくさんあったよ

うです。そういう点では、同じ仏教寺院でも、イ

ンドと日本とではずいぶん違います。実際、イン

ドの仏教遺跡に行きますと、あっけらかんとした

雰囲気です。 

 

八難の他にも、八戒、八大明王など、仏教には 8

つのまとまり（8 つでまとめたもの）が意外とあ

るような気がする。 

たしかにたくさんあります。でも、八以外にも数

字を含むものがたくさんあります。釈迦の有名な

教えとしても、四諦八正道十二支縁起があります

し、三毒、五蘊、六波羅蜜、過去七仏など、ほと

んどの数が、いろいろな術語として現れます。仏

教で八が好まれたというより、むしろ、教えの体

系を構築するときに、数を限定することに熱心で

あったと見るべきでしょう。これは仏教だけの特

徴ではなく、じつはインドの思想ではしばしば見

られるものです。インドとか仏教とか聞くと、多

くの日本人は「悟り」や「信仰」のような漠然と

したイメージを持つのですが、その教理体系はき

わめて緻密です。 

 

・アヴァローキテーシュヴァラの詩は、とても多

くの困難とその救済が唱われていますが、これら

はすべて韻を踏んでいたり、並びに何か規則があ

ったりするのでしょうか。 

・今日は観音経を見ましたが、なぜ途中から詩の

形の部分があるのでしょうか。これは漢文の特徴

でしょうか。それともインドから文章と詩が入り

交じった形になっているのでしょうか。 

経典ではしばしば韻文が現れます。詩の部分はひ

とつのまとまった段落の最後に登場し、それまで

に説かれた内容をまとめて説くことが一般的です。

これはインドの仏教経典の古い時代からの伝統に

もとづいています。前回の授業でお話ししたよう

に、仏教のテキストははじめは口承で伝えられま

した。その場合、散文で伝えるよりも、韻文で伝

える方が記憶が容易でしたし、正確に伝わりまし

た（子どものころに覚えた百人一首はずっと忘れ

ないのと同じです）。初期の「語り」はほとんど

がこのような韻文で、教えのエッセンスのみが伝

えられたようです。文字のテキストが現れるよう

になっても、このような韻文はそのまま残ります

が、その韻文が説かれた状況や解説などが、散文

の形で付け加えられます。そのため、散文の中に

韻文が組み込まれたような形のテキストができま

す。『法華経』のような大乗経典の時代でもその

伝統は残っていて、経典を制作するときには散文

で説いた内容を、もう一度、韻文でまとめて繰り

返すのです。なお、仏教に限らず、サンスクリッ

トの韻文は厳密な韻律論がありますが、音韻の数

とそれぞれの長さ（長短）が最も重要です。それ

に加え、さまざまなレトリックがあります。ヨー

ロッパの詩の脚韻や頭韻、日本の和歌の修辞など

とはかなり異なります。 

 

カサルパナ観音の上部にある五仏は密教五仏と関

係がありますか。 

五仏の印を見ると、密教五仏である可能性が高い

です。光背の上部に密教五仏が表される例は、カ
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サルパナ観音の他に、如来（おそらく釈迦）、マ

ーリーチー、文殊、ターラー、パルナシャバリー

（葉衣）などがありますが、五仏を表す理由や、

中心となる尊との関係はよくわかっていません。

中心となる尊ともっとも密接な仏が、五仏の中心

を占めるという傾向はあります（若干、例外もあ

ります）。たとえば観音であれば阿弥陀、マーリ

ーチーであれば大日となります。 

 

前回の残りのスライドの最後で、台座の部分は私

たちの世界と仏の世界の共有部分といわれました

が、それはやはり重要なことなのでしょうか。宗

教美術で私たちの世界のその上に天上の世界を描

くようなことは多いように思うのですが。その作

品の中で完結していると考えるのではなく、それ

を見るものも含めて複雑にとらえることは、思い

もよらなかったです。 

私たちはインドの仏像を見ると、当然、それは像

とか彫刻ととらえますが、当時の人々にとっては

仏そのものであったはずです。単なる石のかたま

りではなく、何らかの魂の宿った聖なる存在とし

て意識されたのではないかと思います。実際、仏

像などが完成したときには、魂を入れる儀式も行

いました（これは日本でも同様です）。そうする

と、仏像は聖なるものであり、そのまわりも聖な

る世界になるわけですが、その一部にわれわれの

世界（いわば俗なる世界）に属する供物や帰依者

などが登場することに、注目しています。仏像が

「仏ではなく像として扱われている」と言ったり、

台座の部分が仏とわれわれの共有部分と言ったの

はこのような意味です。聖なる世界がわれわれと

どのような形で接点を持つかは、美術に限らず、

宗教を考える上では重要なことだと思っています。 

 

レジメに何枚にもわたって載せられた漢文を見て、

はじめ、これを全部授業でやるのかと思って驚き

ました。こんなにむずかしいお経をすべて覚えて、

しかも意味まで理解できているお坊さんはすごい

と思いました。 

法華経の漢文は岩波文庫に読み下し文が入ってい

ますので、読んでみたい方は見て下さい。授業で

読んでもいいのですが、それで何時間も使うこと

になってしまいます。私は僧侶ではないので、あ

まりよく知りませんが、お経を覚えて意味も理解

しているお坊さんはそんなにいないのではないで

しょうか。 

 

観音坐像の上部が山のモチ－フになっているのを

見て、新聞一面右上の新聞名の部分を思い出しま

した。他の新聞がどうなっているか知りませんが、

北陸中日新聞だと兼六園の石灯籠や雷鳥がさりげ

なく描かれていて、本場の中日新聞にはツインタ

ワーやたしかお城等が描かれています。地元の特

徴を主張しすぎることなく表そうとしている感じ

が、坐像の背景にこっそりいる動物やインドでの

山のモチーフの存在と似ている感じがします。わ

かる人にはわかる的なところがよいのでしょう

か…。 

たしかにどこか似たところがありますね。うちは

朝日新聞ですが、やはり東京版と大阪版で背景が

違うそうです。いつもは何気なく見ているので気

が付かないのですが、注意してみると、いろいろ

なモチーフが組み合わされています。 

 

 
5. 華厳経と補陀洛山 

 

 
授業で何度か出てきた飛天の位置づけがいまいち

よくわからない。諸難救済観音の右の三番目は、

何となく腹がふくらみ、あばらが出ているように

感じたので、もしかすると餓鬼なのではないかと

思った。龍王と同じように、悪に対しても救いを

もたらすということだろうか。ウダヤギリの八大

菩薩を伴う説法印仏坐像は、密教のマンダラの通

じるものを感じた。 
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飛天はインドでは仏像の光背上部にしばしば登場

します。飛天といっても羽根を持っているわけで

はなく、両手で花輪を持って浮遊し、中央の仏な

どにそれを捧げようとするポーズを取ることが多

いでしょう。このような姿は、ガンダーラではプ

ットーと呼ぶ童子像に見られますが、これと同じ

系列のものが、ヨーロッパではキューピッドにな

ります。その場合、羽根がついています。中央ア

ジアでは龍門や敦煌などで見られますが、そこで

はいわゆる天女の姿をとります。日本でも飛天と

いうとそのイメージが強いでしょう。至文堂から

出ている『日本の美術』のシリーズに「飛天と神

仙」という巻がありますので、参照してください。

諸難救済観音の童子像は、たしかに餓鬼のように

見えます（他にも同様の指摘がありました）。し

かし、観音経には餓鬼に対する救済は明確には説

かれていないので、もしその解釈をするのであれ

ば、それを説明するための根拠卯が必要になりま

す。ウダヤギリの八大菩薩は、たしかにマンダラ

に関係します。これについては私の『インド密教

の仏たち』でくわしく述べていますが、単純に八

大菩薩からマンダラが生まれたと言えないところ

がむずかしいところです。 

 

トーラナという門が日本の神社にある鳥居を彷彿

とさせるのですが、関係があるのでしょうか。ヒ

マラヤの八難救済ターラーは八臂でしたが、八難

と対応させたのかなぁと思った。 

トーラナを説明するときに鳥居に似ていると、私

もしばしばいうのですが、関係は不明です。間を

つなぐような建造物が、中国や東南アジアなどに

ないからです。サンチーのトーラナは横梁が 3 本

ある立派なものですが、もっとシンプルなものも

あったのではないかと思います。トーラナはマン

ダラにも描かれるのですが、そこではまた別の形

態をしています。日本の鳥居はもともとは木造の

建造物で、境界を示す道標のようなものだったの

ではないかと思いますが、詳しいことは知りませ

ん。八難救済ターラーが八臂であることが、八難

と関係するのではという指摘は他の方の質問にも

ありました。これも是非はわかりませんが、八臂

のターラーというのは一般的ではありませんので、

可能性は考えられます。この作品については、以

下の研究があります。 

Allinger, Eva. 1999. The Green Tara as Savaiouress 

from the Eight dangers in the Sumtsek at Alchi. 

Orientations 30(1): 40-44. 

 

八難救済殻が物語性を帯びたものから、礼拝仏と

して変化したときに、坐像になったりとありまし

たが、物語性を帯びていたときにも礼拝仏として

の役割は果たしていたのですか。それともどっち

かというと、物語を象徴する意味合いの強い彫刻

として作られたのでしょうか。 

物語性を帯びた説話図と、礼拝像とのあいだには

明確な境界線を引くことは、おそらく困難でしょ

う。全体の傾向として、説話図から礼拝像に次第

に変化していったということです。アジャンタや

オーランガバードの観音救済図も、説話的な要素

が認められるという程度で、実際は礼拝仏として

機能していたと思われます。これを前にして、僧

侶が絵解きのように、それぞれの場面の説明をし

ていたかもしれません。 

 

なぜ、説話的要素とのものから、礼拝のためのも

のに変わっていったのだろうか。まったく別の種

類として作られているものだと思っていた。説話

的要素があるというと、キリスト教だったら、フ

レスコ画とかで聖書の読めない人にも聖書がわか

るように説明しているみたいな目的があるように

思う。授業であつかったものは、どのような人が

見ることを意識して作られたものだろうか。お経

の中身を聞いてショックだった。 

インドの仏教美術を概観すると、初期のサンチー

やバールフットでは、仏伝やジャータカなどの説

話的な図と、蓮華、ヤクシャ、マカラなどの民俗

的なモチーフが中心でしたが、マトゥラーやガン

ダーラで仏像が出現すると、礼拝像が主役となり、

パーラ朝になると、説話的な主題がほとんど姿を

消してしまいます。その背景には、仏教美術に

人々が何を求めたか、あるいは、仏教美術は何の

ために作られたり、飾られたりしたのかという問
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題を考慮しなければなりません。一般信者への教

化も、そのひとつです。もっとも、このような図

像に関する知識は、僧侶にとっても必ずしも自明

なことだったわけではなかったようです。『根本

説一切有部毘奈耶』という律の文献には、参拝に

きた信者が石窟の壁画について僧侶に尋ねたが、

僧侶は答えることができなかったという記述があ

ります（ショペン『インドの僧院生活』）。お経の

中身については、すこし乱暴な言い方をしました

が、もちろん思想や教理に関する情報が含まれて

います。しかし、それは教科書や概説書のように、

読者にわかりやすい形で示されていません。断片

的な記述や抽象的な表現の中から、それを読みと

る作業が必要です。むしろ、経典の大部分は教え

そのものがどのように説かれ、なぜそれほど重要

であるかを強調することにあてられています。 

 

日本のものはテーマが何であっても、見れば日本

のものだとわかりますね。インドとかチベット、

東南アジアの像や絵も刺激的でいいですけど、日

本のものが出てくると何か安心します。 

前回は『観音経絵巻』と『華厳経五十五カ所絵

巻』を紹介したので、同じように「日本のものを

見るとほっとする」という感想が多く見られまし

た。たしかに私もそう思います。授業ではこれか

ら日本の観音にうつっていきますので、紹介する

スライドのほとんどが日本の作例になっていきま

す。はじめにインドを紹介することで、日本の観

音の特徴の中で、どこがインドに起源があり、ど

こが日本的に変化したのかがわかるはずです。イ

メージの比較を通して、日本とインドの文化のあ

り方の違いを見つけていっていただきたいと思い

ます。 

 

八難救済のあのポーズ（飛んでる姿）が、あれだ

け並べられるとおもしろかったです。19番のアジ

ャンタのものは、助けられる側が飛んでいるよう

で、礼拝像化のはじまりかとも思います。ダッカ

博のターラーが生んでいるものが、台座の蓮弁と

同じデザインに見えたのですが、あれは何なので

しょうか。ターラーは蓮を踏むものなんでしょう

か。それとも靴ですか。インドではだんだん統一

化されていくために、日本では説話がくっついた

り、像では手が増えたり（千手）増やすのが好き

だなぁと思いました。 

アジャンタの作品で、救済者も飛んでいるのはた

しかに特異でおもしろいですね。観音が救済に飛

んでくるというよりも、観音のところに逃げてい

くという感じです。ターラーが右足を乗せている

のは蓮華の台で、ご指摘の通り、蓮台と同じもの

です。蓮華は仏の座として一般的ですが、坐像が

足をおろした場合も、そこに蓮台が置かれます。

このような蓮を「踏割（ふみわり）蓮華」と呼ぶ

こともあり、日本の仏像でも見ることができます。

インドでは古くは釈迦が誕生の直後に七歩歩いた

ことを示すために、七つの小さな蓮華を並べる作

例もあります。観音の図像の日本的な展開は、こ

れから少しずつ見ていきたいと思います。説話と

の結びつきや、図像上の変化もその中で現れます。 

 

今回のレジュメの質問の回答に「実際は日本の仏

像もほとんどが補修をしてある」とありましたが、

それは専門的な職業として、ということですか？

絵画の修復工としての職があることは聞いたこと

があるのですが、それと同じことなのでしょうか。

また、インドにはそういった職業はないというこ

とですか。 

日本では仏像を作る人を仏師、絵画を描く人を仏

画師と伝統的に呼びますが、修復はそのような人

たちがあたったと思います。多くは工房を構え、

複数の職人が所属していたので、修復専門の人も

いたかもしれません。現在では文化財の修復をす

る場合、科学的な知識や技術が必要なので、重要

な作品を修復するときには職人ばかりではなく研

究者などそれにふさわしい人たちがチームを組ん

で行うのが一般的です。美術史の研究者もたいて

い動員されます。これはヨーロッパなどでも同様

でしょう。インドでも仏像は工房や現地で職人に

よって制作されますが、修復はあまり行われなか

ったようです。これは、インドの仏像の素材が木

材ではなく石なので、いったん安置すれば、破損

することは少なく、また、寺院が荒廃して仏像も
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破損してしまったら、それを修復することはほと

んどなかったでしょう。 

 

八難救済観音が八難救済ターラーになっています

が、ターラーという仏尊は日本人になじみが薄い

です。他のアジア仏教国ではどうなのでしょうか。 

インドではターラーに対する信仰はかなり有力だ

ったようで、女尊の作例数としては突出して多い

です。その影響を受けているネパールやチベット

でも流行しました。とくにチベットでは膨大な数

のタンカ（仏画）や彫刻が残されています。ター

ラーも観音のように一般的なものと、特殊なもの

が現れます。また、21 種類のターラーをまとめた

グループもあり、タンカの題材として好まれまし

た。ターラーは多羅の名で中国や日本にも伝わっ

ているのですが、それほど知られていません。中

国や日本では女尊というグループを立てることが

ないため、多羅菩薩として信仰されました。多羅

菩薩に関する経典も何点かあります（先週の配付

資料もそのひとつ）。東南アジアでも密教が伝播

したインドネシアでは、ターラーの作例がありま

す。 

 

 
日本の観音（1）聖観音・十一面観音 

 

 
「不空羂索観音」と広辞苑で引くと、「大慈大悲

の羂索を以て生死の苦海に浮沈する一切の衆生を

済度することを本願とする変化観音」と載ってい

ました。その観音の持っているものに武器として

の意味があったとは…。また「鹿皮観音」とも載

っていましたが、不空羂索観音はバラモン的なん

でしょうか。 

最近は電子辞書の普及で、授業中でも広辞苑など

がひけて便利ですね。羂索を使って衆生を救済す

るというのはもちろん正しいのですが、羂索が本

来、単なる猟師の投げ縄ではないことは、仏教学

者の間でもこれまでほとんど意識されていません

でした。別の方のコメントでも、「羂索」を広辞

苑で引くと「本来は鳥獣を捕らえる罠」と書いて

あって、広辞苑に記載されているのに必ずしも真

実ではないことに驚いた、というものがありまし

た。広辞苑は日本を代表する国語辞典ですが、仏

教用語の説明を書いているのは当然仏教学者で、

その執筆者の専門領域や、執筆時の学問の進展状

況に、内容は左右されます。羂索を猟師の投げ縄

とする説明は、13 世紀の醍醐寺のある僧侶の書い

た文献にもとづきますが、インドまではさかのぼ

れません。インドでの羂索の古い用例として、ヴ

ァルナという懲罰神の持物であることはよく知ら

れていますが、プラーナと呼ばれるヒンドゥー教

の神話で、龍の羂索（ナーガパーシャ）として流

布していたことは、Emeneau というアメリカのイ

ンド学者の論文で、私ははじめて知りました。こ

こには「鳥獣を捕らえる罠」というイメージはま

ったくありません。鹿皮観音は、不空羂索を説く

経典に、この尊の特徴としてあげられていること

に由来します。日本では文献の記述に忠実に像が

作成されたため、不空羂索は鹿皮を身につけるこ

とが多いようです。鹿皮がバラモン系の菩薩の特

徴であることは、以前の授業でも紹介しましたが、

不空羂索の特徴が成立した時点で、バラモンのイ

メージが取り入れられたとは、必ずしも言えない

ようです。すでに観音が鹿皮を付けることが一般

的であったとすれば、そのような観音のひとつを

不空羂索と呼び、その特徴を文献の中に記したと

いう順序が予想されるからです。 

 

大きな十一面観音のコピーうれしかったです。す

ごくキレイですね。この像はもともと好きだった

のでうれしいです。今後もたまーにあるといいな

ぁと期待してます。 

向源寺の十一面観音は平安前期の観音像の代表的

な作例にとどまらず、日本の仏像の中でもとくに

有名な作品です。このようなすぐれた作品が、滋

賀県の北の方の小さな町の小さなお堂に伝えられ
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ているのも不思議です。現在、この地方は浄土真

宗の勢力が強く、ほとんどのお寺がこの宗派に属

しますが、かつては密教、とくに天台系の密教が

優勢でした。琵琶湖をはさんで対角線上にあるの

が天台の総本山の比叡山で、この地域は比叡山の

有力な支持基盤だったようです。ほかにも観音の

重要な作例が多数現存し、地元では「観音の郷」

として観光客誘致を繰り広げています。また、こ

の地方は北陸修験の最西端に位置し、向源寺の創

建には、白山の開祖である泰澄が関与しているよ

うです。じつはわれわれの住んでいる石川県とは、

修験の山を介して密接な関係にあるところなので

す。カラーの資料は機会を見つけて、また配布す

るつもりです（著作権上の問題もあるのです

が…）。 

 

不空羂索が呪術的イメージを持つということが、

文献と図像の関係にどう関わってくるのかが、よ

くわかりませんでした。 

当時の作例を網羅的に調べると、羂索を持つほと

けは、観音以外では陀羅尼の仏たちと忿怒尊であ

ることがわかります。このうち、忿怒尊が羂索を

持つのは、相手をとらえて身動きを封じる羂索の

本来の機能として、ヒンドゥー教の神々とも共通

します。もう一方の陀羅尼の仏たちは、戦いや武

器とは無縁な女尊が多く、このような本来的な意

味とは少し異なる文脈で羂索を持つと思われます。

それは羂索が持つ呪術的な機能で、武器としての

羂索が対象をとらえてしまうように、呪術の対象

が自分の支配下になることを、羂索によって示し

ていると考えられるからです。超自然的な力を借

りて、自分の願望を成就することが呪術の基本で

す。不空羂索観音は観音の一種ですが、その成立

や流行の状況を経典から見ると、明らかに陀羅尼

の仏として信仰されていたようです。しかも、不

空羂索観音以外の羂索を持つ仏たちが、いずれも

左手に羂索を持っていたのに対し、実際の作例で

四臂の観音が反対の右手に羂索を持つことは異様

です。この理由として、反対の左手には、羂索に

似た形態の蓮華をすでに持っているから、バラン

スをとって右手に持つとも考えられるのですが、

それ以上に、右手の最も目立つところに持つとい

う積極的な理由から、この仏にとって羂索が最も

重要なシンボルであることを導き出しました。前

回の授業は不空羂索の問題を少し詳しく扱いすぎ

ましたが、オリッサの四臂観音が不空羂索観音で

ある可能性が高いことを述べるためには、その論

理的な流れを紹介する必要があったためです。授

業で紹介した内容は『仏教芸術』第 262 号所収の

私の「インドの不空羂索観音像」として活字にな

っていますので、関心のある人や、授業だけでは

よくわからなかった人は読んでみてください。専

門的な知識がなくても理解できるはずです（この

授業で基礎的な知識はすでにたくわえられている

はずです）。 

 

さまざまな仏像を見るたびに思うのだが、どれほ

ど小さな脇侍でも表情や印など細部にいたるまで

見事に表現されているのには驚かされる。それに

してもあの放置の仕方はあまりにひどい。脇侍に

ついてだが、ターラーは向かって左にブリクティ

ーは右に、というような配置はきまりごとなのか。 

インドの仏像を見る機会は、これまであまりなか

ったと思いますが、日本の仏像とは別の魅力があ

ります。とくにダイナミックな身体表現や躍動感

は、そのような魅力のひとつです。これはヒンド

ゥー教の彫刻ではさらに顕著で、たとえば有名な

カジュラーホのヒンドゥー教寺院などは、寺院の

まわりに数百体の石造彫像が置かれ、寺院全体が

生命にあふれいているという印象を受けます。仏

教の尊像彫刻は、座禅を組んで瞑想をしている仏

像のように、比較的穏やかで、おとなしいものが

多いのですが、菩薩や女尊、忿怒尊などには、そ

の中でも動きがあっておもしろいものがあります。

ウダヤギリの四臂観音像の現状については、ほか

にも「ひどい」という感想が多く見られました。

授業でも紹介したように、オリッサ地方の四臂観

音の中でも、唯一、補陀洛山のモチーフを伴い、

さらに 4 尊の脇侍、苦行者や天子、7 尊の仏坐像

を周囲に配するなど、他に例を見ない、とても貴

重な作品です。この作品は 9~10 世紀頃の制作と

考えられます。日本であれば平安時代で、国宝か
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重要文化財になってもおかしくないと思うのです

が…。ターラーとブリクティーの配置は実際の作

例ではほぼ例外なく一定ですが、その理由はよく

わかりません。「文献にそうあるから」というの

は、いつも言うとおり、理由にはならないでしょ

う。馬頭と善財童子もほぼ左右の配置は決まって

いるようです。思いつき程度ですが、それぞれの

図像上の特徴から、バランスがとりやすい位置が

選ばれている、あるいは、左と右のもつ価値が背

景にあり、対になる 2 尊のうち、より重要な仏を

右に置くといった理由を現在のところ考えていま

す。 

 

腕の数は最初は 2 本であったのが、四臂や十二臂

など増えていったのは、どういう背景があったの

ですか。 

腕の数が多いという特徴は、ヒンドゥー教の神と

の関連が予想されます。ヒンドゥー教の最も重要

な神であるシヴァやヴィシュヌは、いずれも多臂

像のイメージを持っています。とくにヴィシュヌ

は四臂で表されるのが一般的です。また、女神で

あるドゥルガー（マヒシャースラマルディニー）

は、十二臂や十六臂などの多臂をそなえています

が、これは神話にその理由が示されています。仏

教の仏の場合、明王系の尊格や女尊にはしばしば

多臂像が見られますが、これらはいずれも密教の

時代に登場した新しい尊格です。大乗仏教の時代

から信仰されてきた仏や菩薩には、観音を除きほ

とんど多臂像は登場しません。ヒンドゥー教の

神々が多臂で表されるようになるのが、仏教の多

臂像よりも前であることから、その影響が予想さ

れます。実際に尊像の制作を行った工房では、仏

教からもヒンドゥー教からも注文があったはずな

ので、そのような場で仏像の多臂化が進んだので

はないかと考えています。ただし、これらはあく

までも推測にすぎません。 

 
神様が戦争に行くというのも、不思議なものだが

（神様は絶対的な存在だし、戦争と結びつくイメ

ージが全くない）ましてや、武器を持っていくと

いうのも不思議な気がした。日本の観音や仏像に

はそういった話は聞かない気がするので…。毘沙

門天はその類なのだろうか。 

インドでは神様は戦争が大好きです。古代インド

のヴェーダの時代からさんざんやっています。ヒ

ンドゥー教ではプラーナと呼ばれる聖典が神話の

宝庫なのですが、その中には神様の戦いの物語が

たくさん入っています。典型的なのが、アスラ

（阿修羅）との戦いで、神々の敵であるアスラと

苦戦を強いられた神が、救世主のように現れた最

強の神によって、最後は勝利を収めるという筋書

きです。神が絶対的な存在であるのは、ユダヤ＝

キリスト的な神の観念で、インドでは当てはまり

ません。世界の宗教を見回しても、神様と人間の

境界はそれほど厳格ではない場合が多々あります。

日本の観音や仏像と、戦争とのつながりは、イン

ドとは少し異なります。日本の場合、聖典（経

典）のレベルで神々の戦いが説かれることはあま

りありませんが、民間説話のようなかたちで、

人々の暮らしの中に仏が登場して、活躍します。

また、仏の中では不動明王や大威徳明王、大元帥

明王などが戦争に霊験がある仏として信仰され、

実際に戦場に持って行かれた仏像や、先勝祈願を

した像がいくつもあります。毘沙門天も同様です。 

 

配布されたレジュメに観音の持物配置の図に関連

して。人差し指と小指を伸ばしたかたちの手が多

いですが、この格好の手は不動にもあったような

気がします。ある仏尊に特有の手のかたちという

ものではないのですか。 

配付資料を確認しましたが、たしかに人差し指と

小指を伸ばしたものが多いですね。実際の作例を

見ても、そのような手があります。これは特定の

印ではなく、持物を軽く握っているのを表してい

るのだと思います。指全体をまげて、握り拳を作

ってしまうと、観音の優美さが損なわれてしまう

のでしょう。これを描いた西村公朝氏の好みの描

き方という気もします。不動が示していた手の形

もたしかに似ていますが、これは人差し指を突き

立てて、残りの手で羂索を握っています。期剋印

といって、人を弾劾するときのかたちで、忿怒尊

特有の印です。インドでは羂索を持つ仏たちに、
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しばしば期剋印が見られます。 

 

不空羂索の空は「空振り」の空なのでしょうか？

それとも仏教的に何か意味のある空なのでしょう

か。 

不空の原語のサンスクリットでは amogha と言い、

はじめの a は否定辞、mogha は「迷乱する、誤

る」を意味する動詞 muh の派生語です。全体で

「誤ることのない、確実な」という意味の形容詞

になります。ちなみに muh からは痴に相当する

moha という語も作られます。amogha は形容詞

ですが、名詞としても用いられ、シヴァやヴィシ

ュヌ、スカンダの異名にもなります。裏切られる

ことのない、絶対的な信頼がおける神というニュ

アンスでしょう。空振りの空が空っぽという意味

か、「空を切る」からきているのかよくわかりま

せんが、いずれとも異なるようです。また、仏教

の専門用語である「空」（くう）はサンスクリッ

トでは śūnya といって、amogha とはまったく異

なることばです。śūnya は何もない状態を指す形

容詞で、これを中心に大乗仏教の哲学が構築され

ています。『般若心経』の色即是空、空即是色の

空です。 

 

呪→イコン→文献という流れは、日本では呪もイ

コンも文献もいっしょに入ってきただろうから、

日本の場合は違うのかなとも思った。 

今回から、ようやく日本の観音を取り上げます。

御指摘のように、インドとは図像の形成過程が異

なります。文献に忠実な像や、すでに中国で確立

したイメージが日本に伝わっています。そのため、

図像の解釈のためには文献の情報が不可欠となり

ます。このことを具体的な作品を通じて確認した

いと思います。インドの場合、むしろ、日本の仏

像と同じような方法で解釈しようとするため、文

献との不一致や、図像の特徴のばらつきが顕著と

なるのです。 

 

 

7. 日本の観音（2）千手観音・不空羂索観音 
 

 

十一面観音の顔がさまざまなバリエーションがあ

り、人間味が感じられ、少しうれしかった。仏像

がだいたいがおだやかな表情をしているが、人間

的側面（仏だからそもそも人間ではないのかもし

れないが）が見られると、興味が引かれた。何の

ために十一も面が必要なのだろう。 

向源寺の十一面観音の顔の表情がさまざまである

ことに、興味を覚えた方が多かったようでした。

とくに後ろの大笑面に強い印象を受けたというコ

メントが多かったです。なぜ十一かという終わり

の質問に対しては、十一が十と一に分かれ、四方

四隅の八方に上下を加えた十方向があり、これに

中心面とあわせるためと説明されます。べつに十

の方向に限定されるわけではなく、あらゆる方向

に顔を向けるということを表すのでしょう。観音

経が法華経普門品と呼ばれることも関係がありま

す。「普門」とはサンスクリットでは samanta-

mukha で、門と訳されている mukha は、本来は

顔を意味します。ただし、十一面観音は「十一の

顔」をあらわす ekādaśamukha と一般には呼ばれ

ます。向源寺の十一面観音の顔がさまざまである

ことは、その典拠とされる経典『十一面観音神呪

経』（大正蔵 1070 番）にそのような記述があるか

らです。以下は該当部分のテキストです。 

彼善男子善女人。須用白旃檀作觀世音像。其木要

須精實不得枯篋。身長一尺三寸作十一頭。當前三

面作菩薩面。左廂三面作瞋面。右廂三面似菩薩面

狗牙上出。後有一面作大笑面。頂上一面作佛面。

面悉向前後著光。其十一面各戴花冠。其花冠中各

有阿彌陀佛。觀世音左手把澡瓶。瓶口出蓮花。展

其右手以串瓔珞施無畏手。其像身須刻出纓珞莊嚴

（第二十巻、百五十頁下）。 

顔の説明のところに下線を引いておきました。こ

の引用文からもわかりますように、なぜ十一面が
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それぞれ特徴ある表情をするかという理由にはま

ったくふれられていません。理由は「文献の規定

に従ったから」としか言いようがないのです。私

が拝観したときも、現地の説明をして下さる方が

何か仏教的な理由を挙げておられましたが、文献

的な根拠はないようです。作品よりも文献が先行

する日本の密教美術の特質なのです。なお、この

引用文では頂上面が仏面で、しかも五仏を宝冠に

表していますが、実際は菩薩面です。このような

文献との不一致も、研究を行うときに問題になり

ます。 

 

向源寺の十一面観音像はお顔といい、全体のプロ

ポーションといい、写真でいつ見てもほれぼれし

ますが、こんなすばらしい仏像を制作した仏師の

名前は残っていないのでしょうか。 

残っていないようです。日本の仏像で仏師の名前

が胎内などに記されるようになるのは、平安時代

の中期頃からでしょうか（向源寺の像の制作は平

安初期です）。しかし、大半の仏像は無記名です。

仏像を刻むのは個性的な芸術家ではなく、伝統を

受け継いだ職人であり、それは日本以外でも同様

です。インドの仏像の銘文には、寄進者の名前は

しばしば登場しますが、作者の名前が現れること

は皆無です。なお、日本の仏像の内部空間は、制

作者以外の名前以外にも、結縁の人々、つまり依

頼主と縁のある人で、仏像を作る功徳の「おすそ

わけ」をもらう人たちの名前が記されることがあ

り、そこから、当時の人々のネットワークが明ら

かになることもあります。また、胎内納入品にも

さまざまなものがあり、当時の信仰のあり方がわ

かります。仏像が持つ情報は、外観だけではない

のです。 

 

福井・羽賀寺の十一面観音の 2割くらい長い手に

は驚いた。左手を曲げているから、余計に右手だ

け長いように見えて奇妙な気がする。作った人は

このバランスで本当に作りたかったのだろうか。

だとしたら 2割り増しの意味は何かあるのだろう

か。 

特に意味はないでしょう。仏像の身体的な特徴に、

三十二相と呼ばれるものがあり、その中に両手を

広げた長さと身長が一致するというものがありま

す。もしこれにしたがうならば、普通の人よりも

長い腕になるでしょう。仏がわれわれとは異なる

身体的特徴を持ちながらも、人間的な姿を維持し

ていることは、仏のような聖なるもののイメージ

を考える上で重要です。われわれとまったく同じ

ではありがたくないし、崩したり、突飛なものに

しすぎても、やはり聖性は失われてしまいます。

その「さじ加減」が文化や風土などのさまざまな

条件で異なることが、仏教美術のおもしろい点で

もあります。 

 

仏像は目を閉じているのが普通だと思っていまし

たが、今日の 7の観音菩薩坐像は半眼のように見

えました。そういえば、金剛力士像などはカッと

目を開いていましたね。でも半眼なのは少し驚き

です。鎌倉時代は質実剛健の文化などと習ったよ

うな気がしますが、十一面観音は見たものの中で

は鎌倉のものから華やかな感じですね。 

日本では観音像を含め、仏像でまったく目を閉じ

たものはあまりないようです。伏し目がちで、細

くあけているのが一般的でしょう。インドでもこ

のような表情の仏はグプタ朝のサールナートで流

行します。それ以前のガンダーラやマトゥラーの

仏像は、普通に目を開いています。目をやや閉じ

ると、瞑想に入っているような状態に見え、仏の

持つ精神性が強調されます。金剛力士像や忿怒尊

は大きく目を見開くことが多いのですが、中には

不動明王のように目をしかめたように表現される

ものもあります（ただし、日本の初期の不動は目

を見開いています）。鎌倉時代の文化を単に「質

実剛健」とするのは少し単純なようです。運慶や

快慶などの慶派の作品に見られるように、独自の

美意識の追求した作品が数多く生み出されていま

す。  

 

今日は日本の観音ということで、歴史の教科書や

資料集に載っていたような絵があった。江戸幕末

か明治初期に神仏毀釈があったと思うが、今日見

た観音は大丈夫だったのか？大丈夫だったのだと
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は思うが、なぜ壊されたりしなかったのか疑問で

ある。 

「神仏毀釈」ではなく「排仏毀釈」です。「神仏

分離令」というのもあります。もちろん大丈夫だ

ったのでしょうけれども、そのためにはお寺や仏

像を守る人たちのたいへんな努力があったでしょ

う。日本の歴史の中で仏像の受難は戦争や盗難、

火事など繰り返しあり、その中でも明治初頭の排

仏毀釈と、第二次大戦とその後の混乱は被害も甚

大でした。失われた仏像の数は無数にあります。

最近も地方の仏の盗難が頻繁に起こっているよう

です。授業で紹介した向源寺の十一面観音は、姉

川の合戦の際には焼失の危険があったのですが、

村人のとっさの判断で、土中に埋められ、難を逃

れたという言い伝えがあります。現在残っている

仏像たちは、このような努力によって守られたも

のなのです。 

 

福井が昔は文化の窓口だったことを聞いて、福井

出身の僕としては、うれしい反面、今の福井のさ

びれ具合からしてやや悲しい気持ちにもなりまし

た。昔は嶺南に住んでいたのですが（今は嶺北）、

今まで知らなかったことなので、知ることができ

てよかったです。 

それはよかったです。同じことは石川県にもあり、

加賀と能登ではかつては能登の方がずっと進んだ

文化を有していました（平安時代の頃のことで

す）。石川県の文化財で、平安時代の仏教美術は

圧倒的に能登の方が多いですし、その水準もけっ

して京都や奈良にひけをとりません。若狭や能登

の仏像は、できるだけ授業で取り上げたいと思っ

ています。今回も中山寺や豊財院の馬頭観音が登

場します。 

 

左右二材で作るなど、設計の仕方とかがどうなっ

ているのかよくわからない。作る手順に関しても

知りたいなぁと思う。木の全体に金属の部品とか

もありえるのかと驚いた。特に十一面観音で思っ

たが、ただ立っているだけじゃなくて、腰を微妙

にひねっているところなどがとてもリアルだった。

あんな大爆笑の面ははじめてみた。今までのイン

ドとかの観音もすごく動きがあるのがあったけれ

ど、今回見たのはすごく人間ぽい感じで動きそう

だった。 

仏像の制作方法については今回、参考資料を付け

ておきます。奈良国立博物館では、地下に仏像の

制作プロセスがわかるような展示がしてあり、勉

強になります。木の彫刻でできている仏像でも、

いろいろ木以外の材料が加えられます。たとえば

玉眼や白毫に水晶などの宝石を用いることもあり

ますし、装身具にはさまざまな素材が現れます。

仏像は裸形で造り、実際の衣を着せるものもあり

ます（種類としては地蔵が多いです）。いずれも

リアリズムを追求する過程で現れた方法でしょう。

仏像の腰をひねるしぐさは、人間的な動きを表す

のに効果的で、インドの仏像や女神像でしばしば

見られます。腰ばかりではなく首もかしげること

もあり、三つの部分に分かれるため三曲法（トリ

バンガ）と伝統的に呼ばれます。観音が女性的な

イメージを持つことの理由にもなっています。 

 
 

8. 日本の観音（3）馬頭観音・如意輪観音など 

 
 

不空羂索観音は観音なのに雄々しく男性らしさを

感じます。正面性が強く、左右対称にそびえ立た

れると畏怖を覚えるからでしょうか。（それとも

肩幅が広いためかもしれませんね）。観心寺の如

意輪観音の彩色を見て驚きました。髪が青く、白

目もあって極彩色でした。仏像は金色一色なのか

と思っていたので、意外だったのですが、マンダ

ラ由来だからでしょうか？（孫悟空が持っている

如意棒も如意の一例ですか？中国ですけど）。 

不空羂索観音からはたしかに男性的なイメージを

感じますね。十一面観音や一般の観音のように腰

をひねったポーズを取らないこともその一因だと



密教の仏の世界：観音の図像と信仰を中心に 

 425 

思いますが、三眼を有したり、鹿皮をかけるなど、

インドの観音のイメージや、『不空羂索神変真言

経』などにある大自在天のイメージが、日本でも

意識されていたからとも思われます。観心寺の如

意輪観音が彩色されていることと、マンダラとの

関係もご指摘の通りですが、一般に密教の仏は色

が重要な要素であるため、彩色されているものが

かなりあります。これは密教の瞑想や儀礼と関連

し、仏の姿を観想する、つまりありありと思い浮

かべることが、それらの基本にあるため、色につ

いての情報が詳しいのです。そのため、密教では

彫刻以上に画像が重要な役割を果たします。平安

期、とくに前期の仏画の傑作は、ほとんどが密教

関係のものです。如意棒については他の方からも

質問がありましたが、中国文学や文化史の専門家

にお尋ねすべきところで、よくわかりません。

「如意」ということば自体はサンスクリット起源

で cintā と言い、授業で紹介したように「考え」

や「望み」を表す仏教用語です。しかし、インド

の場合は「如意宝珠」「如意輪」「如意樹」「如意

牛」などはありますが、「如意棒」はないと思い

ます。また、インドの場合、これらはいずれも望

んだものを何でももたらす富のイメージなのです

が、如意棒は望みどおりであるのは長さだけで、

如意棒そのものも武器以外の役割は持たないので

はないでしょうか。仏教以外のところに起源があ

るとすれば、道教などにそれを求めるべきかもし

れませんが、それもいささか安易なような気もし

ます。  

 

資料として仏像の技法に関するものがありました

が、奈良の大仏とかは作るのが相当にたいへんだ

っただろうと思った。修学旅行で一度だけ見たこ

とがありますが、あのような大きな大仏を昔の人

はどうやって作ったのかとても不思議です。何人

くらいの人があの大仏を作るのにたずさわったの

でしょうか。 

奈良の大仏の制作過程は、記録がよく残っている

ので、かなり詳細なところまでわかります。基本

的には、下の方から少しずつ層を高くするように

作っていったのですが、たしかにたいへんな労力、

技術、そして経済力などが要求されます。詳しい

ことは『奈良六大寺大観』の東大寺の巻などを見

て下さい（付属図書館にも比較文化にもありま

す）。奈良の大仏はできあがった後も、重さに耐

えかねて、亀裂が入ったり、傾いたりと次々と問

題が起こり、それをくい止めるための苦労がつね

につきまといました。余談ですが、最近の小学校

の歴史の授業では、大仏を作るというトピックを

かなり大きく扱い、具体的な制作方法などについ

ても取り上げています。インターネットで検索す

ると、いろいろな小学校の取り組みが紹介されて

いますが、中には校庭に実物大の大仏を描き、そ

の巨大さを実感するというのもあります。ある小

学校のホームページにはその上に立っている小学

生たちの姿の写真が掲載されていて、「仏様にの

るなんて」と思いました。関心を持つのはいいこ

となのですが…。 

 

乾漆像は抹香などを混ぜた木くぞ漆を使うという

ことを聞いて、よい香りがしそうだと思った。先

日「世界不思議発見」で金アマルガム法を取り上

げていたのだが、当時の人々は水銀の性質を科学

的に知らないのに、そのような製法を編み出した

のには非常に驚いた。 

乾漆像の香りは当初はしたのでしょうが、今は残

っていないでしょうね。水銀は現在でも重要な鉱

物ですが、歴史的にもいろいろなところで登場し

ます。有名なものでは西洋における錬金術で、こ

れが近代的な科学のはじまりともいわれています。

中国では不老長寿のために、水銀が用いられまし

た。日本でも古くから「丹生」ということばで水

銀が表され、今でも各地にこれを含む地名が残っ

ています。神道には「丹生津姫」という女神がい

ますが、やはり水銀と関係があるそうです。 

 

インドと日本の不空羂索観音の腕の数が違うとい

うところで、インドと日本では違いも出てくるだ

ろうとは思っていたが、改めて考えてみると、そ

の違いは何によるのだろうかと思った。日本では

八本にしたというのは、日本特有の考えがあって、

八本がいいと思ったから八本にしたのだろうか。
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そう考えると仏教はインドから中国とかを渡って

きたとはいっても、昔から根付いている日本風の

考え方に染まっていくのだろうかと考えたが、あ

まり詳しく仏教のことを知らないので、ちょっと

自信がない。 

インドと日本で密教の同じ仏たちの姿がとてもよ

く似ていることは、私の教養の授業でもしばしば

取り上げるのですが、そのときに強調するのは

「似ていることよりも、似ていないことの方が説

明がむずかしい」ということです。似ているとい

うのは、歴史的にその伝達が確認でき、いわば状

況証拠を固めることで説明できるのですが、似て

いない場合、その理由は「単に伝わらなかったか

ら」だけではすまされません。たとえば、伝わっ

ているのにあえて似ていない姿に表す場合もあり、

そこには何か積極的な理由が必要です。不空羂索

の場合も同様で、インドではほとんど作例のない

八臂の観音を作り、しかもそれがもっとも一般的

であったということを説明する必要があります。

いろいろその理由を考えてみてください。 

 

今日の不空羂索、如意輪、馬頭の観音は、それぞ

れ顔や立坐に特徴が見られるのだが、それぞれの

観音のイメージというのは、中国大陸から伝えら

れる文献や絵などから得られたものなのであろう

か。またそのような統一のイメージは、どのよう

にして日本国内で広がっていったのか気になった。 

日本の密教美術の場合、一般に仏たちの姿はかな

り統一的です。また、いくつかのタイプがあって

も、そのほとんどは文献に記述があります。作品

と文献が完成された状態で伝わったという日本の

密教美術の特異性がそこにはあるのですが、さら

に「図像集」と一般に呼ばれる仏像の基本的なイ

メージ集があったことも重要です。何のイメージ

ももたない者が文献の記述だけで仏像を制作する

ことはおそらく相当困難であったはずです。また、

参考にすべき仏像がすでにあったとしても、それ

を新しく制作する場所まで移動することもほとん

どなかったでしょう。それに代わるものとして、

さまざまな仏の姿を紙に墨で描き、場合によって

は簡単な彩色を施したような「デザインブック」

が、密教美術ではたくさん残っています。そのた

め、仏像や仏画を研究するときには、必ずこのよ

うな図像集（白描集ともいわれます）を参照する

必要があります。 

 

秘仏についてもう少し知りたいと思います。どの

ような基準で秘仏を選ぶのかとか、秘仏として公

開しないいきさつとか…。たまに公開する方があ

りがたみが増すからというような感じなんでしょ

うか。でも紛失してしまったらどうしようもない

感じですね。 

秘仏というのはたしかにおもしろい存在ですが、

宗教美術の本質とも言えるかもしれません。つま

り、崇高なものや聖なるイメージは、それほど簡

単に目にすることはできないはずで、秘密にする

ことによって、その聖性が高められることになり

ます。しかし、まったく公開しないのでは忘れら

れた存在になるので、定期的に（その周期はさま

ざまですが）公開することで、その作品の存在が

社会的に再確認されるのでしょう。そのときには、

秘仏を中心にした聖なる時間や空間が出現するこ

とになります。「紛失してしまったら…」という

のはそのとおりで、ずっと秘仏にしていたら、い

つのまにか無くなっていたということも聞きます。

あるいは高野山の講堂（現在は金堂）の例ですが、

ここにはかつて平安初期の密教仏が秘仏としてあ

ったのですが、秘仏中の秘仏で写真すらも残って

いなかったため、昭和元年の火災で焼失してしま

い、研究者の間でも惜しまれています。その一方

で、「秘仏」をタイトルにする本も何冊も出てい

て（たとえば毎日新聞社や平凡社）、秘仏の写真

が多数掲載されています。「聖なるもの」とかと

いうより、「普通には見られないものを見たい」

という人間の本性が、この場合大きいのかもしれ

ません。 

 

あやふやな記憶ではありますが、三十三間堂にあ

る一千一体の千手観音像と二十八部衆像の中に、

必ず訪れた「自分の顔」があるといわれているよ

うな気がしますが、これは真実なのでしょうか。

大阪・葛井寺の千手観音の手は、私はほとんど背
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景だと思いました。千本もあったら何も持ったり

していない手もあって、千という数だけになぜそ

んなにこだわったのかなと疑問に思いました。 

三十三間堂の千手観音の顔については、他の方か

らも質問がありました。ガイドブックにも載って

いる有名な話なのでしょう。そう言われれば、そ

んな気もしますが、拝観者向けのわかりやすい説

明という程度のものです。人間の顔の形態には、

われわれが思うほどは種類がないということかも

しれません。これらの千手観音は鎌倉時代初期に

京都で活躍していた湛慶（運慶の長男）の工房で

作られたもので、作者が誰であるかも一部はわか

っています。一見、同じように見えますが、衣の

着方や表現方法などで、いくつかのグループに分

かれるようです。現在ではすべてに番号が振られ

ていて、その番号でどの作品であるかを示します。

千手観音の千という数は、まとまった大きな数の

代表として用いられています。インドでは神々の

特徴や威力を示すときに、しばしば千という数が

現れます。たとえばインドラは「千の目を持つ

者」という異名があり、実際に全身に千の目を付

けて表されることがあります（これにもおもしろ

い由来があるのですが省略します）。 

 

私は昔から如意輪観音や弥勒菩薩の半跏思惟像な

どの「考えているポーズをした仏像」がとても気

になります。たぶんミステリアスというか謎を秘

めた感じがあるからだと思いますが、自分がよく

する格好が仏像になっている驚きがあります。イ

メージ的に仏が崩した姿勢をとっている様子は珍

しい気がします。あと疑問なのですが、如意輪観

音はいかにもいろんなことを自分の思い通りにし

てしまいそうな風に見えるのに、どうして何とな

く物憂げなのですか。あまり楽しそうじゃないと

いうか、どちらかというと、自分の神通力？を持

て余しているように見えます。また、昔の、仏像

を見る側の人々はどう見ていたのですか。 

半跏思惟像はインド、中国、日本の仏教美術史に

おける大きなテーマです。この形式の仏像が現れ

たのはガンダーラで、そこでは弥勒ではなく観音

がこのポーズをとっていました。観音の他にも、

降魔成道の場面での魔王のポーズにも現れます。

弥勒と半跏思惟が結びついたのは中国です。日本

では有名な広隆寺の弥勒半跏思惟像がありますが、

この像が弥勒であることについては研究者によっ

て疑問視されることもあります。ヨーロッパの美

術でも、この「考える人」のモチーフは長い歴史

があります。とくにルネッサンス期にネオプラト

ニズム（新プラトン主義）という思想が流行した

ときに、四気質という考え方と結びつきます。こ

れは世界を構成する原理を四つとし、人間の類型

も四種類とします。そのうち、憂鬱気質（メラン

コリア）というグループは、当初はその名称のと

おり、単に無気力で怠惰なタイプの人間と見なさ

れていましたが、時代が下ると芸術家となる人が

この気質を持つと理解されるようになります。そ

して、本来は劣った者と見なされていた憂鬱気質

の者に、真理や美を追究するものという積極的な

意味が与えられるようになったのです。そして、

その表現として「考える人」のモチーフが好まれ

ました（たとえばオランダの画家デューラーに

「メランコリア II」という有名な銅版画がありま

す）。如意輪観音から「物憂げな印象」を受ける

のは、実は自然なことなのかもしれません。仏教

美術における半跏思惟像については宮治昭『仏像

学入門』（春秋社）、ヨーロッパのメランコリア像

についてはザクスル『土星とメランコリア』（晶

文社）が参考になります。 

 

 

9. 変化観音と女尊たち 
 

 

日本だと釈迦の妻よりも母の方がまだ知られてい

るように思うが、摩耶は観音として拝まれていな

いのだろうか。キリスト教のことがあるせいか、

母親や奥さんまで拝めるのは、ちょっと不思議な
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気もするが、多神教なんてそんなもんだろうか…。

像の形をとると女尊だということはわかりやすい

が、白描図だといまいち性別がわかりにくい。身

体のラインがわかりにくいのって、性別を判断す

るのに大きいかと。 

釈迦の母である摩耶夫人（まやぶにん）を観音と

することは、ひょっとするとあるかもしれません

が、私はこれまで見たことがありません。しかし、

摩耶夫人への信仰はインド以来、連綿として存在

し、日本でも有名は「釈迦金棺出現図」のような

絵画を生みました。これは釈迦が涅槃に入る直前

に、天上から摩耶夫人がその場に降り立ち、これ

に対し、釈迦が再び起きあがり説法をしたという

物語を描いたものです。このほかにも、天上の摩

耶夫人のために釈迦自身が昇天し、しばらく滞在

した後、宝の階段を下った「三道宝階降下」とい

うテーマも、インド以来好まれました。キリスト

教におけるマリア信仰も重要ですが、仏教ではそ

れに匹敵するような摩耶夫人信仰も存在したよう

です。インドはもともと女神信仰が有力なところ

で、仏教の場合、それが摩耶夫人に集中したので

しょう。ターラーなどのさまざまな女神が生まれ

るまでは、女性的な聖なるイメージの代表が摩耶

夫人だったようです。これに対し、妻のヤショー

ダラーはあまり信仰の対象とはならなかったよう

です。釈迦の妻としてはヤショーダラー以外の名

称が伝えられることさえあり、名前すらはっきり

しないようです。ヤショーダラーや釈迦の義母マ

ハープラジャーパティーは、釈迦の教えにしたが

って出家し、尼僧教団を作ったと伝えられていま

す。摩耶夫人の場合、釈迦の生みの親であること

と、釈迦誕生の直後に無くなったことが、その神

格化をすすめる要因となったのでしょう。後半の

コメントの、日本の白描図では性別がわかりにく

いというのは、おそらく彫刻でも同様と思います。

身体のラインが重要なのはそのとおりで、インド

美術における女神や女尊などの女性像は、胸や臀

部が誇張気味にまで強調されています。これに対

し、日本の女性像は肉体よりも表情や物腰、髪型

などで、女性美を表現しています。今回紹介する

馬郎婦観音などはその典型でしょう。おそらく、

中国の影響を受けていると思われますが、何によ

って女性の美を表現するかは、それぞれの文化で

大きく異なるようです。 

 

ターラーやブリクティーといった元来は観音の眷

属が独立していくということに、非常に驚いた。

なぜそれほどまでに眷属の聖性が増したのでしょ

うか。キリスト教では聖母マリアの像や絵画があ

り、仏教では母なるイメージの観音がある。なぜ、

人々にあがめられるのは「母」の方なのですか。

「父」（またはそのイメージ）の仏像・神像はな

いのですか。 

眷属の独立というのは観音以外でも見られます。

前回の授業でも少しふれた文殊と大威徳明王など

もその一例ですが、観音の場合、その数が圧倒的

に多く、しかも、すべてが変化観音として観音の

一種となることが注目されます。日本における仏

教の仏たちの分類では、仏、菩薩、明王と並び、

観音もひとつのグループとして立てられます。こ

れは、観音の種類が多いことによる便宜的な措置

のようにも見えますが、むしろ、観音という名称

がすでに単独の菩薩を指すだけではなく、尊格

（仏たち）のグループ名として定着していたから

と見るべきかもしれません。観音に種類が多いの

はインドでも見られることなので、菩薩の中でも

別格の存在だったのでしょう。「なぜ眷属の聖性

が増したか」という問いへの答えになっていない

のですが…。「父」よりも「母」というのは、上

記の通りですが、宗教の世界で父のイメージは、

むしろ「厳父」といったように、厳しい者、懲罰

を与える者などのようです。ただし、例外もあり

ます。拙著の『インド密教の仏たち』の中で「マ

リア信仰はキリスト教で有力であるが、これに対

して父親のヨゼフはいたって影が薄い」という趣

旨のことを書いたのですが、これは誤りで、中世

のスペインではヨゼフに対する熱烈な信仰が起こ

ったそうで、たとえばエル＝グレコの絵画には、

キリストとヨゼフの二人を描いた作品が多く含ま

れます。 

 

経典には○面○臂ということは書いてあっても、
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男性的あるいは女性的であるとわかるような表現

はないのか疑問に思いました。 

性別を強調するような記述はたしかにあまり見ら

れませんが、女尊の場合は身体的な特徴や美しさ、

慈悲深さのようなイメージが言及されることがあ

ります。男性の場合でも忿怒尊に対しては、力強

さや髭、髪の毛などの記述が含まれることが多い

ようです。しかし、このような記述は抽象的で、

それにしたがって作品が作られたとはあまり考え

られません。むしろ、それぞれの国の造像の伝統

にしたがって、美しく優美な女尊とか、たくまし

く勇猛な男尊といったイメージが重要であったと

考えられます。それだからこそ、同じ女尊でもイ

ンドと日本では強調するところが異なったり、観

音のイメージが中国や日本では女性的になったの

でしょう。 

 

日本で観音といえば、安らかな顔をしてるのが多

いと思っていたし、だからたまに見ると、なぜか

安心感が生まれると思っていたけど、馬頭観音は

ほとんど表情が豊というか、やはり怒っているよ

うな威嚇しているような気がして驚いた。昔の

人々は、必ずしもすべての「観音様」に、赦しや

安らぎを求めていたわけではなかったということ

なのだろうか。 

一般に仏といえば、悟りを開いた穏やかな姿や、

一般の観音に見られる慈悲深い姿が連想されます

が、密教系の仏たちには、このような怒りに満ち

た表情のものがいろいろ含まれます。その多くは

明王というグループに属し、日本ではとくに不動

明王が重要です（これは昨年の同じ授業で取り上

げました）。馬頭に似たすがたの忿怒尊としては、

降三世明王や大威徳明王などがいますが、頭の上

に馬の首を付けているのは、他に例が無く、また、

インドの馬頭と思われる彫刻でも見られません。

名前が「馬頭」なのですから、その通りの姿なの

ですが、どこでこのような特徴を持つようになっ

たのか、よくわかりません。神や仏などの超越的

な存在に怒りや威嚇のイメージが現れるのは、別

に珍しいことではありません。人は神や仏に赦し

や安らぎのみを求めるのではなく、「怒れる神」

や「罰する神」も求めるからです。しかし、実際

にそれをイコンとして表すのは、慈悲や悟りを表

すことよりも困難であるような気がします。別に

「怖い顔」や「怒った顔」を表現するのがむずか

しいわけではないのですが、このようなものは形

式化するとむしろ滑稽な姿になるからです。たと

えば、チベットの忿怒尊などは、怖い姿のはずな

のですが、見方によってずいぶんコミカルです。 

 

マリア観音は日本のどこで見られるのですか。私

は竹久夢二館で見たことがあります（掛け軸だっ

たような）。塗り絵をする場合、観音たちの着て

いる布のようなものは一枚なのか、いろいろなカ

ラフルな布を何枚か付けているのか、気になりま

す。白衣観音の絵はまるで禅画の達磨のようだと

思いました。パルナシャバリーの足の模様は何で

すか。 

マリア観音は隠れキリシタンの伝統のある地域の

資料館や博物館などで、しばしば展示されていま

す。出版物として『隠れキリシタンの聖画』（小

学館）という写真集があります。マリア以外にも

キリストや聖家族などもありますが、登場人物は

いずれも江戸時代の日本の着物を着て、ちょんま

げなども付けて描かれていて、不思議な雰囲気を

持っています。ずいぶん素朴なイコンなのですが、

実際に、隠れキリシタンの人々が、命がけで信仰

し守ってきたものであると思うと、見続けている

と圧倒されるような気持ちになります。「怖くな

る」という印象を語った人もいます（私の研究室

にありますから見たい方はどうぞ）。観音の衣は

腰から下と、上半身とで大きく 2 枚に分かれ、さ

らに天衣（てんね）といって、帯状の布も肩や腕

にかけています。白描図像は塗り絵ではないので

すが、実際の彩色画の仏画を描くときの図案とな

るものです。白衣観音をはじめ、鎌倉以降の新し

い女性の観音たちは、禅宗で好まれたものが多く、

このような水墨画で表現されたものもたくさんあ

ります。パルナシャバリーの足の模様は、身につ

けている衣の模様のようです。花柄のズボンのよ

うなものが足に密着しています。 
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特徴が喪失しているのに、マンダラを通して葉衣

という女尊が伝わっているのを不思議に思いまし

た。インドでは疫病から人々を守り、治癒神とし

てあがめられていたのなら、日本ではどのような

神として信仰されたのでしょう。 

日本で葉衣が単独で信仰された形跡はほとんどな

いようです。インドでも確実にパルナシャバリー

と言える作品は、授業で紹介したものを含め数点

にとどまり、どの程度の信仰の広がりがあったか

は不明です。従来から、インドの林住民族の土着

神が仏教に取り入れられたと説明されていますが、

実際にどの地域のどのような民族であるかは明ら

かにされたことはないようです（仏教やヒンドゥ

ー教に起源のない仏は、しばしばこのような漠然

とした「土着信仰」に、安易に起源が求められま

す）。インドでは天然痘などの疫病の神として、

しばしば女神が信仰されます。日本にも伝わる鬼

子母神もそうですし、ヒンドゥー教の女神チャー

ムンダーも同様です。この場合の「疫病の神」と

いうのは二つの意味があり、病気をもたらす神で

あると同時に、その病気から守ってくれる神です。

漢訳経典には『葉衣観自在菩薩経』（大正蔵 1100

番）という経典があり、国中に疫病が流行したと

きには、この観音の像を安置して所定の儀礼を行

えば、効果がある云々という記述があります。こ

こで造られる像には、すでに木の葉の衣装などへ

の言及が見られません。 

 

忿怒形についてもう少し知りたいと思いました。

たとえば日本には古くから逆髪伝説があって（か

なり場合は違いますが…人間と仏ですし）髪が逆

立ったことについて異論があります。逆髪は狂っ

てしまうのですが、髪が逆立ったから狂ってしま

うのか、狂ってしまったから髪が逆立ったのか…

明らかにされないままです（私もはっきりわから

なくて申し訳ないです）。いずれにしても、髪が

逆立っていることが重要です。馬頭も髪を逆立た

せることで怒りを表現するということでしたが、

「髪が逆立つ＝忿怒」または「怒り＝髪が逆立

つ」というイメージが、古くから世界にあったと

いうことが、ここからもわかるのかな？と思って

興味深かったです。 

日本の逆髪についての情報ありがとうございまし

た。たしかに髪の毛によって怒りを表現するとい

うのは、普遍的な方法ではなく、かなり特殊であ

るかもしれません。ただし、密教の仏の場合「逆

立つ髪＝忿怒」はほぼ共通しているようで、日本

の明王系の仏たちもそうですし、インドやその伝

統を受け継いだチベットの密教美術の場合も同様

です。インドではその形が炎のようなことから

「炎髪」とも呼ばれ、さらに「怒りで燃え上がる

髪の毛」などと文献の中でも説明されます。怒り

からうまれるエネルギーが、炎としてイメージさ

れ、それが髪の毛と結びついているようです。髪

の毛がこのようなエネルギー、とくに男性の暴力

的なエネルギーと結びつくのはかなり一般的なよ

うで、旧約聖書のサムソンとデリダなどでも見ら

れます。また、髪の毛そのものも宗教的にも重要

なシンボルとなります（たとえばメドゥーサの蛇

の髪など）。髪の毛が逆立つのは怒りだけではな

く、恐怖もあげられます。日本語でも「総毛立

つ」という表現がありますし、実際、鳥肌が立つ

のと、髪の毛が逆立つのは同じイメージでとらえ

られるでしょう。狂気というのは、仏教美術では

あまりイメージされることがないのですが、イン

ドの文学作品や日本の仏教説話などを探せば、髪

の毛によって表現されることもあるかもしれませ

ん。 

 

 

10. 観音信仰と西国三十三箇所 
 

 

巡礼ブーム…うちの父にもおとずれていました。

三十三カ所回って、せっせと御朱印を集めていま

したよ。三十三カ所は熊野詣がかかわっていると

のことですが、高野詣は関係していないのでしょ
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うか。院政期に上皇らの中ではやったものとして、

熊野詣と高野詣はセットで覚えるよう高校で習い

ました。だとすれば、どうして高野詣でにそった

巡礼コースがあってもおかしくはないような気が

するのですが。 

三十三カ所の中には高野山は含まれていませんが、

高野詣もたしかに院政期以降重要な巡礼となりま

す。高野山の場合、参詣道は町石道（ちょういし

みち）と呼ばれ、麓の九度山町にある慈尊院から

高野山まで続いています。この道は現在でも残っ

ていて、七時間程度でのぼることができるようで

す。このほか、高野山のまわりには女人道（にょ

にんみち）というルートがあり、女人禁制の山内

に入ることのできない女性たちが、ここを回った

といわれています。高野山は紀伊半島の参詣道の

重要なポイントのひとつとして、ここから吉野や

熊野へと道が続いています。世界遺産にこの三カ

所がまとめて登録されたのはそのためです。信仰

と道は密接な関係があるのです。なお、巡礼との

関係では、高野山は四国八十八カ所の打ち止め、

つまり、全体を回った後で締めくくりとしてお参

りするところとなっています。四国巡礼が大師信

仰を基礎としているからです。 

 

西洋の教会でも「聖遺物」という広告をもとに巡

礼者を集めていましたが、日本も同様だったのに

は驚いた。このような広告があると人を集めやす

いのと同時に、巡礼に訪れた人々にも観音の奇跡

が起こるかもという期待から信仰も篤くなるので

しょうね。 

宗教が単なる人々の心の問題ではなく、社会的な

存在であるためには、制度や組織として自立する

必要があります。仏教のように世俗的な経済活動

が制限される宗教は、その経済的基盤を参拝者に

よる布施や寄進に頼らざるを得ません。巡礼はそ

のような参拝者を広く他地域からも集めるメカニ

ズムと見なすことができます。これはキリスト教

でもイスラム教でも同じでしょう。インドでも同

様なことがあり、古くから釈迦の仏跡を巡礼する

ことがさかんに勧められ、実際にインド各地やス

リランカなどから、釈迦が悟りを開いたボードガ

ヤなどに多くの参拝者が訪れました。それはただ

単にお参りをするのではなく、その地でさまざま

な「非日常的な経験」をします。たとえば、霊験

や奇跡が伝えられる仏像を拝観したり、写経、寄

進などをしたことが伝えられています。これらの

経験にともなう経済的な効果が、当然期待されて

いたのでしょう。インドにおける巡礼については、

最近、密教の時代のものをまとめたものがありま

すので、関心のある方は読んでみてください。 

森雅秀 2004  「インド密教における聖地と巡

礼」『東洋文化研究所紀要』144: 177-202。 

 

自然の名が付く観音が多いということに関して、

自然に神などといったあがめる存在が多くいると

いった思想から出てきたのかなと思いました。ま

た、自然といったものが尊いが移ろいやすいもの

として考えた結果の名なのかなと思いました。 

たしかに三十三観音の中には水月観音や楊柳観音

のように自然のものを名前に付けた観音がいます。

しかし、それが自然崇拝というような感覚から来

ているというわけではないようです。もともと自

然ということばも仏教では「じねん」と読んで、

われわれ現代人が用いるような意味は持っていま

せん。環境や生態系のようなものに対する関心は、

仏教ではきわめて希薄なのです。 

 

観音が常に（たぶん）髭を生やしているのには、

何か意味があるのですか。インドの中年男性はた

いてい髭を生やしているのと関係あるんでしょう

か。釈迦ははやしてないですよね。 

とくに意味があるわけではなく、仏像には髭が付

き物だからです。日本人はあまり意識していませ

んが、仏像や菩薩像にはたいてい髭が表現されて

います。日本の仏像では強調されていないので気

がつかないことが多いのですが、よく見ると鼻の

下に細い口ひげが左右に伸びています。釈迦も同

様です。髭の表現は地域や時代で異なり、ガンダ

ーラの釈迦や菩薩像は、ふさふさした髭がしばし

ば表されています。中年ではなくでもインドの男

性は髭を生やすことが多いですね。私もこの冬休

みにインドに行って来ましたが、町の中で見かけ
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る男性のほとんどは髭を生やしていました。町の

中には映画のポスターがあふれていますが、おそ

らく男性主役の九割程度は髭が生えた肉付きのい

い姿をしています。おそらく、日本の俳優であれ

ば悪役でしかないようなイメージなのですが。 

 

今回の四国三十三カ所の話を聞いて、四国の遍路

を連想した。あちらも集客のために、スタンプラ

リー的なシステムになっているのかと考えると、

少しがっかりした。 

むしろ、スタンプラリーが巡礼をマネしたと考え

ればいいのではないでしょうか。私自身は四国遍

路の経験はありませんが、巡礼をされた方からお

話を聞くと、やってよかったという感想をほとん

どの人が持たれるようです。とくに、バスなどを

使わない本来の「歩き巡礼」を行った場合、行程

が苦しい分、やり遂げた充実感は格別のようです。

本来、人々が宗教に求める、非日常的な経験や新

しい自分への生まれ変わりのようなものが、巡礼

では確実に得られるのでしょう。一度、やってみ

てはいかがでしょう。 

 

馬郎婦観音のような普通の女性みたいな観音があ

るのに少し驚きました。しかも、妻であるという

から、もはや観音というものが何なのかというの

がよくわからなくなりました。女性らしいイメー

ジを象徴するものはどんどん観音に取り込まれて

いったということなのでしょうか。 

観音が仏の世界だけではなく、われわれ日常生活

の中に登場するというあり方が、中国や日本の観

音の場合重要なのでしょう。前回紹介した絵巻物

の中での観音が、本来の姿をとらず、童子や老僧、

尼などの姿をとるのも、その流れの中で理解すべ

きかもしれません。これはインドの変化観音が、

独特の身体的な特徴をそなえつつも、基本的には

観音の姿を維持していることと対照的です。日本

とインドとの「変化」や「化身」の持つ意味の違

いにもかかわると思いますが、これは今回の本地

仏としての観音の問題にも関係してくるでしょう。

観音が女性的なイメージをとるようになることも、

このような流れの中で理解するべきかもしれませ

ん。 

 

蓮華部の規則正しく並ぶ観音の間にちょこちょこ

いる仏？も、皆ちゃんと名前があるのだろうか。 

ちゃんと名前があります。基本的にマンダラに登

場する仏はすべて名前が付いていて、それは経典

などの文献で規定されています。蓮華部の場合、

それを含む胎蔵曼荼羅は『大日経』にもとづいて

います。ただし、日本に伝わる胎蔵曼荼羅は伝来

の過程で仏の数がどんどん増えていって、その一

部は『大日経』には含まれず、その他の経典や曼

荼羅から取り入れられたものもあります。石田尚

豊先生の『曼荼羅の研究』東京美術（1975）は、

このような成立過程を解明された労作です。 

 

正観音という観音はいるんでしょうか。たまたま

昨日読んだ本に出てきたんですが、聖観音の誤字

かなと思ったんですが。縁起に出てくる観音は金

色のみでしたが、絵巻物でもっときれいな色づけ

の観音は出てこないんでしょうか。 

聖観音を正観音と表記することもあります。発音

も同じ「しょうかんのん」で、変化観音の中のお

おもとの観音という意味も込められています。十

一面観音や千手観音のような異形の観音が現れた

中で、もともとの観音をそれらと区別するために

用いた呼称です。絵巻物に限らず、観音には色が

あまり登場しないようです。これは、昨年の授業

で取り上げた不動と大きく違うところです。不動

の場合、赤不動、青不動、黄不動と呼ばれる有名

な不動画像があるのですが、観音にはありません。

不動のような仏の持つイメージに色が関係するの

は、その仏の瞑想や修法（儀礼）と関係があるの

ですが、観音の場合、それらとの結びつきが希薄

なようです。不動と観音の間で、それぞれのイメ

ージの形成が異なることを示すのでしょう。なお、

ネパールでは「白観音」「赤観音」と呼ばれる有

名な観音がありますので、観音に普遍的なことで

はないようです。 
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11. 観音と神祇 

 

 
錦絵の中で起こる虚実の反転はどのようなことを

目的として起こされているのだろうか。観音が童

子や老人の姿で俗世に現れるのは、それらが俗世

の汚れや悪い部分から離れた純粋な存在であるか

らなのかなと思った。スライドの「御衣木」は何

と読むのでしょうか？木といえば「オンモラキ」

というのをどこかで聞いたのですが。神様だった

か妖怪だったか。 

錦絵の仕組みについては、前回の内容だったので

すが、私自身の関心も深いので、説明に時間をか

けてしまいました。虚実の反転の明確な「目的」

を示すことは困難ですが、このような一種の「あ

そび」が江戸文化のひとつの特徴だと思います。

錦絵の場合、観音霊場という仏教的な世界と、歌

舞伎役者という現実世界、そしてそれをつなぐ観

音説話という3つの要素が絡み合い、しかも一方

を「実」とすれば他方が「虚」になるという反転

の妙が、見る人を喜ばせたのではないかと思いま

す。これに似たものとして、浮世絵などにも「見

立て」と呼ばれる技法が凝らされています。有名

な歌舞伎役者をモデルにしながら、古典文学や芸

術に関する知識をそなえていなければ、理解でき

ないような作品が多数あります。一種のパロディ

ーですが、高等な知的遊戯となっています。もっ

とも、このようなレトリック的な遊戯は和歌の世

界にも見られますから、江戸に限る必要はなく、

日本人の精神構造に深く根ざしているのかもしれ

ません。観音が童子や老人の姿で現れることにつ

いては、日本における観音の変化（化現）のあり

方として、この後も注意していきたいと思います

が、童子や老人が社会においては一種の「異界の

人」「マレビト」であるからでしょう。昔話に現

れる神や仏の化身としても、このような童子や老

人はもっとも一般的なものです。場合によっては、

童子と老人がセットで現れる場合もあります。こ

れらの信仰形態を、日本民俗学では「翁童信仰」

と総称することもあります。「御衣木」は「みそ

ぎ」と読みます。「オンモラキ」については、京

極夏彦氏の小説に同名のものがあることを、イン

ターネットで検索して知りましたが、それ以上の

ことはわかりません。 

 

木であることがどうしてそんなに重要視されるよ

うになったのでしょうか。根っこからはえている

聖観音には驚きました。こういう考え方は日本以

外では見られないのでしょうか。 

樹木に対する信仰はおそらく世界中に見られると

思います。インドでも聖樹信仰は昔からさかんで、

現在でも木の根本のあたりに小さなほこらを作り、

参拝されているのをよく見ます。宇宙樹つまり世

界の中心軸としての樹木のイメージも、一種の聖

なる木に対するものでしょう。北欧のイグドラシ

ルなどが有名です。白檀を用いた檀像は、中国で

も重要でした。南方からもたらされた白檀などの

香木を用いて仏像を刻むことは、中国から日本に

伝えられたものです。その伝統はネパールやチベ

ットにも受け継がれています。白檀がなかなか入

手できない場合、別材を用いて表面を檀像に似せ

て塗装する檀色も中国に先行例があります。しか

し、霊木を刻んで仏像を作り、しかも「ナタ彫

り」のように木であることをあえて強調する例は、

他にはあまり見ません。日本独自の樹木信仰と見

ることができるかもしれません。 

 

仏と神という異なる二種の存在を混合し、また土

着の樹木信仰まで融合させてしまうのはさすがで

あると思った。これは仏教だったから可能なこと

で、もし、キリスト教やイスラム教が日本で広ま

ったとしたら、不可能だったのではないだろうか

とも思う。日本に伝わった仏教では、多くの仏が

入り交じり、柔軟にその形態を変容させているか

ら。 

たしかにキリスト教やイスラム教の神を、日本の

伝統的な宗教と結びつけるという動きはありませ
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んでしたね。イスラム教はともかく、キリスト教

は正式に日本に伝来してすでに500年近い歳月が

流れていますが、日本の神と習合するようなこと

は起こりませんでした。それ以上に、日本の精神

文化に根を下ろすこともほとんどありません（日

本の場合、クリスマスやヴァレンタインはキリス

ト教の行事ではありません）。遠藤周作が『沈

黙』の中で、イエズス会の神父の口を借りて、日

本とはキリスト教の精神を腐らせてしまう恐ろし

い国だという意味のことを書いていますが、これ

も真実でしょう。同じように、極東の国でありな

がら、隣の韓国ではキリスト教が有力な宗教のひ

とつとなっていることと、著しい相違を示してい

ます。なぜなのでしょうね。 

 

以前に何かの本で、ナタ彫りの観音を見たのです

が、あれは木の素材を生かすのが目的ではなく、

木であることを見ている人に認識させるためだっ

たのですね。ほとんど木が1本立っているように

しか見えない西光院の聖観音立像が印象的でした。 

ナタ彫りの像は関東地方を中心に流行し、奈良や

京都などの「先進的」な地域ではほとんど見るこ

とがありません。一種の地方色なのですが、単に

ひなびた素朴な技法というのではなく、木という

素材の持つ霊性と関係があるということは、授業

でお話ししたとおりです。これと似たものに磨崖

仏があります。岩壁などに仏の姿を浮彫にする方

法ですが、九州などの特定の地域で流行しました。

これも修験に関係を持ちますが、岩という自然の

素材から浮き出たように表されることが重要なの

でしょう。磨崖仏は日本ではそれほど一般的では

ありませんが、中央アジアやインドの石窟寺院で

は、むしろ仏像や神像の形態としてよく見られま

す。このあいだインドに行ったときも、多くのヒ

ンドゥー教の寺院を訪れましたが、その中には石

窟の中にヒンドゥー教の神の像を浮彫にし、その

まわりに寺院を構築した例がいくつかありました。

岩の中から神が浮かび上がるようで、独特の雰囲

気がただよい、宗教美術が作られる場の重要性を

改めて痛感しました。 

 

修験道や山岳信仰に対する知識が少ないので疑問

なのですが、信仰の対象になったのは「山」その

ものや「木」そのものにたいしてなのか、「山」

や「木」に宿っている神々（半ば擬人化された）

だったのでしょうか。 

おそらく山や木そのものだと思います。神という

ことばからわれわれはキリスト教の神のような人

格神を想像しますが、本来、日本人はこのような

神を信仰の世界では有していなかったでしょう。

日本語で「カミ」というのは、畏怖すべきものや

恐ろしいものという漠然としたイメージでとらえ

られ、イコンとして表されることもありませんで

した。先回の授業では雷に「天の神」という説明

を与えましたが、これは言語学からも妥当なこと

で、「カミナリ」とは「カミ」が鳴ることなので

す。ほかにも「オオカミ」も「大きなカミ」から

来ています。これらの「カミ」は、上下（かみし

も）の「カミ」とは、本来、発音が異なる別のこ

とばです。日本人にとっての神のイメージが人格

神ではないことと、観音がこの世に姿を現すとき

に、本来の観音の姿をとらないことも、これに結

びつけることができるのではないかと考えていま

すが、これについては授業のまとめのあたりで考

えてみたいと思います。 

 

観音を作るための素材にもこだわるのは、まぁ当

然といえば当然だが、香木で作った観音とはどの

ようなものなのだろうか。スライドを見る限り、

あまり大きなものというイメージはないが、いい

香りがしそうでいいと思った。 

白檀のなかで本当にいい香りがするのは木心だけ

であるため、巨木からでもそれほど多くの材をと

ることができないそうです。そのため檀像は30㎝

程度の像高しかないものが大半です。玄奘の『十

一面観音神呪経』という代表的な雑密経典でも、

その程度の大きさの像を白檀から作れと指示され

ていて、現実の作品を前提にして説かれているこ

とがわかります。 

 

観音そのものは描かないというやり方は、イスラ

ム教とかの絵画でアッラーの顔を描かないように、
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聖なるものに対するタブーみたいのがもとになっ

ているのかなぁと思った。時代によって本地仏の

主流がどんどん変わっていくのが不思議だなぁと

思った。その時代の主流の仏教に影響されるのだ

ろうか。 

いわゆる偶像崇拝の禁止というのは、イスラム教

のような異国の宗教の特殊な考え方のように、現

代の日本人はとらえがちですが、授業でも紹介し

ている日本古来の宗教でも広く見られますし、む

しろ、宗教美術としては正統的な考え方と言って

もいいでしょう。キリスト教や仏教が、人間に似

た姿で神や仏を表現する方が、特殊なのです。聖

なるものは表現不可能であるゆえに、その聖性が

保たれているのです。本地仏がそれぞれの時代の

仏教によって変わるのはそのとおりです。本地仏

の実例を見ていくと、室生寺や醍醐寺のように、

われわれの知っている有名寺院の仏像も、そのか

なりが本地仏として信仰されていたものであるこ

とに驚かされます。 

 

観音が多く垂迹神になっているのは、観音の変化

する性質から、違う姿の神となっても受け容れや

すかったのかもと思いました。 

私もそのような可能性を考えていましたが、本地

仏の多様性を見てみると、それほど単純化するこ

とはできないとも思っています。薬師如来や阿弥

陀如来などは「変化」することがないにもかかわ

らず、本地仏として多くの作例が残されているか

らです。むしろ、修験において観音信仰、とくに

十一面観音が流行したことが、本地仏としての観

音が、数多く残されたことの大きな要因だったよ

うです。 

 

観音霊験記錦絵において、なぜ「虚と実の反転」

が行われたのだろう。やはり霊験記の物語を理解

するということに重きを置いているからだろうか。

しかし、たしかに歌舞伎役者など、今で言う大河

にジャニーズを起用することで、人々の関心がよ

り多く集まり、理解しやすくなると感じた。以前

から不思議だったのだが、胎蔵界と金剛界とは何

が違うのか。 

「虚と実の反転」については、すでにはじめの方

の回答に書きましたので、参照してください。霊

験記の内容は、絵巻物をはじめ、さまざまな作品

や伝承を通じて、おそらく多くの人々に浸透して

いたと思われますが、このような錦絵もそれに一

役買っていたでしょう。錦絵そのものが三十三カ

所の巡礼の勧誘の機能も果たしていたと思います。

ジャニーズの起用にもたしかに通じます。錦絵に

は絵巻物の図像の伝統が受け継がれている点も興

味深いですし、ひょっとすると、その伝統は現代

のアニメなどにもつながるかもしれません。胎蔵

界と金剛界は日本に伝わる代表的な二種類のマン

ダラで、いずれも空海によって中国から伝えられ

ました。胎蔵界は『大日経』、金剛界は『金剛頂

経』という経典にもとづいて描かれ、中央の仏が

大日如来という共通点がありますが、それ以外の

仏の顔ぶれや、全体の構成、曼荼羅にかかわる儀

礼など、さまざまな点が異なります。インドでは

この二種以外にも多くのマンダラが生まれました

が、たまたま日本にはこの二つがセットで伝わっ

たことから、マンダラの代名詞のようにとらえら

れています。 

 

スリランカやプーケットでの津波の被害が連日の

ようにニュースで報道されていますが、インドで

もホテルの1階が丸ごと水に浸かってしまうほど

の被害があったと聞いて、今回の津波の大きさを

痛感しました。 

授業とは関係ない話で時間を使ってしまいました

が、今回の津波を現地で体験して、いろいろ考え

させられました。当日はマーマラプラム（マハー

バリプラム）という海沿いの町で調査をしていた

のですが、「海水が押し寄せてくる」という声が

あちこちから起こり、みんな海とは反対側の方に

向かって逃げ始めました。まさかインドで津波が

くるなどとは思いませんので、半信半疑のままわ

れわれも車で移動したのですが、そのあいだも

「群集心理でパニックになっているだけ」という

ような話をしていました。しかし、落ち着いてか

らホテルに戻ったら、朝出発したときとは変わり

果てた姿になって、さらにその後、テレビや新聞
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の報道に、文字通り、驚愕する日々が続きました。

帰国してから、そのころの日本の新聞を読み返し

たのですが、現地で接した報道とはどこか一致し

ない思いがしました。被害の写真が違うことに授

業ではふれましたが、その他にも、日本の新聞は

出来事全体を示すことよりも、個々のケースを感

傷的に伝えることに、多くのエネルギーをさいて

いるからかとも思いました。たとえば、特定の被

害者の例を出して、その家族が亡くなったことを

エピソードを交えて紹介し、読み物に仕立ててい

るような感じです。もちろん、15万人とか18万人

の被害者と言われてもわれわれにはピンとこない

ため、具体的な物語に頼ることになるのでしょう。

しかし、このような手法は日本国内の小さな事件

や災害であれば有効であるかもしれませんが、今

回のような規模の災害の場合、被害のイメージを

矮小化するような気がします。日本の新聞におい

て国際ニュースの位置づけが著しく低いことを痛

感します。 

 

 

12. 補陀洛渡海 
 

 

北陸生まれ北陸育ちで小さい頃両親とよく登山に

行っていたが、当時は仏教などに全く興味がなか

ったため、今回の授業で得た知識をもとにもう一

度行ってみたいと思った。補陀落渡海の話を聞い

ていて、秦の始皇帝の名で数十人の幼い男女を連

れて不老不死の秘薬を求めて補陀落をめざしたと

言われる徐福のことを思い出した。これらには関

係があるのだろうか。 

私は北陸とは全く関係ないところにいたので、金

沢に来てからこちらのいろいろな信仰や風俗を知

りましたが、その中でも北陸修験はとくに興味が

ひかれるテーマです。私は密教を専門とするので

すが、日本の場合、密教が定着する上で、修験が

大きな役割を果たしたことがその大きな理由です。

補陀落信仰と徐福は関係があります。熊野地方は

古くから徐福伝説があちこちに伝えられた土地だ

ったようです。実際に中国から渡来した人もいろ

いろいたようです。補陀落渡海のまとめとして、

日本人の他界観に収斂させていくつもりですが、

海上他界観の具体例として徐福伝説、蓬莱思想、

常世観などがキーワードになります。 

 

自分は「補陀落渡海記」をたしか、井上靖の短編

集の中で読んだと思うのですが、たしかにショッ

キングな内容でした。それ以前にもたとえば即身

仏などで宗教のため、自分で命を捨てる僧たちの

ことは聞いていましたが、みんな望んでなってい

ると思っていました。しかし、この小説では偉大

なる先人たちが行った渡海から、周囲の人たちが

期待し、その圧力に負けておこなうといった、と

ても人間的に描かれていたのが衝撃的でした。

（とくに最後の渡海に失敗して島に打ち上げられ

た主人公の僧を、見張りの人が発見し、ふたたび

無理やり海に流す描写は強烈でした） 

すでに小説を読んでいると話の理解は早いと思い

ます（読んでいない人はぜひ読んでください）。

「補陀落渡海記」は井上靖の小説の中でも、よく

読まれているもののようです。私が補陀落渡海を

初めて知ったのもこの小説ですが、たしかに強烈

な印象を受けました。しかし、知られているわり

には補陀落渡海に関する研究は、日本史の分野で

は意外に少なく、授業で紹介したもの以外は数点

しかありませんでした。授業でもふれたように、

補陀落渡海の背後に観音信仰や他界観、修験道の

捨身行などが指摘されていますが、熊野信仰の重

層性と関係を持つだけに、他にもいろいろなアプ

ローチや解釈が可能かと思います。 

 

立山曼荼羅について、実際の風景の中に極楽や地

獄を描くといった図は、他にもあるのでしょうか。

また、それらが描かれている位置は、極楽や地獄

を彷彿させる何かが実際に存在すると考えられて
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いたいわくつきの場所だったりするのでしょうか。 

立山曼荼羅に描かれている地獄や極楽は、実際の

地名としても存在します。立山町の中には三途の

川も流れていて、それを越えると「あの世」に行

くことになります。修験の修行が「死と再生」を

枠組みとするというのは授業で紹介したとおりで、

実際の地名にもそれは反映されます。立山曼荼羅

は地獄絵の流れの中でも重要な作品ですし、他に

もいろいろな要素があります。日本の仏教絵画の

集大成としてもとらえられます。しかし、皮肉な

ことに、立山曼荼羅には密教的な意味での「マン

ダラ」だけはありません。日本における「マンダ

ラ」の展開としても、立山曼荼羅は重要なところ

に位置します。 

 

資料をひととおりと今日回ってきた本の最初の部

分を読んで、非常に興味を覚えました。熊野のこ

とをよく知らないのですが、どういう土地なので

すか。なぜ聖地なのですか。苦行、修行、捨身と

いう言葉が羅列されていて、まるでインドの僧院

がヴァラナシのサドゥーたちのようですね。生き

ながら船に入って海に身を投じるというやり方か

ら、即身仏とかチベット僧なども連想します。聖

地の聖性を保つあるいは向上するための修行（渡

海などの）であるという解釈は、タイ仏教などの

在家者と出家者との交渉（布施→宗教的な力）を

思い出させるものがありました。世界中の宗教に

見られるひとつの構造なのでしょうね。 

熊野はおもしろいですよ。古くは古事記の国生み

の神であるイザナギ、イザナミが死んだ後に赴い

た世界とも言われますし、平安時代の熊野詣、修

験道、観音信仰などについては授業でもふれたと

おりです。隣には伊勢神宮がありますし、吉野や

高野ともネットワークがあることも世界遺産登録

でよく知られるようになりました。捨身や苦行の

伝統は、たしかにインドに通じるものです。イン

ドでは古くから修行のひとつの形態として苦行が

重要と考えられていました。苦行を意味する「タ

パス」という言葉は、「熱」という意味も持って

いて、苦行をおこなうことで、ある種のエネルギ

ーが生じると考えられていたのです。捨身も苦行

のひとつの極端な形なのでしょう。釈迦がその前

世の物語であるジャータカで、命を捨てて人々

（場合によっては動物）を救うという話がたくさ

んありますが、これらも単なる美談ではなく、こ

のようなインドの伝統を受け継いでいます。聖地

の聖性を保つ方法はいろいろあると思います。か

つて奇跡があり、その片鱗を現在でも見ることが

できるとか、お祭りのように何か楽しいイベント

があるとか（場合によっては厳しい修行ができる

とか）、いろいろ工夫があります。聖地に限らず、

宗教の存続のためにはできるだけすそ野を広げる

ことが必要であることは、たしかに洋の東西を問

わず共通でしょう。補陀落渡海とはきわめて残酷

なイベントでもあるのですが、民衆が残酷なこと

を好むのは、ヨーロッパの魔女狩りなどでも見ら

れます。「怖いもの見たさ」は人間の本性でしょ

う。 

 

仏教に明るくなく、たぶん基本的なことへの疑問

で申し訳ありませんが、補陀洛山は観音、西方浄

土は阿弥陀仏の極楽浄土と、仏教では信仰する

神々によっていく天国は異なるのですか（つまり

神々一人一人に天国、あるいは地獄があるのです

か） 

一般には浄土のような仏国土は、仏一人ずつにあ

ります。これは古い時代の仏教からの「きまり」

のようなもので、一世界一仏という原則があるか

らです。阿弥陀の極楽浄土はその中でもっともよ

く知られていますが、他の仏も自分の世界を持っ

ていて、たとえば薬師如来も浄瑠璃世界という浄

土を持っています。これに対し、菩薩はまだ修行

のみなので、自分の世界を構えるだけの力を持っ

ていませんが、観音は別格のようで、『華厳経』

などに記述のある補陀落が、一種の浄土と見られ

ます。このほかに、弥勒は兜率天が浄土と見なさ

れます。この世に現れるまで待機しているのが兜

率天だからです。 

 

たとえば、キリスト教にも殉死という考えがある

し、十字軍で死んだ騎士が聖人として扱われたと

いうことも聞いたことがある。「死」というもの
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を何かしらの意味、価値を持つ行為であるとし、

自分の聖性を一段と高めてくれるのだという考え

は、特定の宗教に限らず、ある程度普遍的なもの

なのではないだろうか。 

宗教と死はしばしば密接な関係を持ちますね。宗

教の基本構造として、自己否定、つまり神のよう

な絶対的な存在を前にした場合、自己の存在が無

に等しい、あるいはそのような絶対的な存在の一

部でしかないという感情が生じることが多いよう

です。自己否定のもっともわかりやすい現れ方が

「死」なのです。キリスト教の殉死に限らず、現

在の中東世界の自爆テロも宗教がらみですし、第

二次世界大戦における日本人の精神構造も宗教的

といえるでしょう。オームの事件以降、「宗教は

危険だ」という言明をよく聞きますが、宗教が危

険であるのは当たり前のことなのです。「宗教は

阿片だ」という有名なテーゼもあります。 

 

石川は文化財が少ないという話があったが、別の

授業（日本の絵画・文様を読む）の授業を昨年取

ったときに、すばらしいものがあるが、きちんと

整備や保存がされていないというものもあるらし

く、もったいないと思いました。 

おそらくそういうことなのでしょう。文化財の指

定は必ずしも平等に行われているわけではなく、

文化庁の職員の専門分野などにかなり左右される

そうです。たとえば、ある地域のある時代の作品

を専門とする方がいると、それに該当する作品が

指定されるということがあります。「石川県の文

化財は少ない」というのも比較の問題で、もちろ

ん京都や奈良などに比べての話です。授業で紹介

しているような白山や能登のことを考えると、た

しかにもっと指定されてもいいはずです。 

 

私は富山県の立山町出身なので、立山信仰にたい

へん興味があります。曼荼羅やら神話じみた話な

ど、多くの見所があると思います。白山の信仰が

そんなに大きなものとは実は知らなかったので、

白山信仰についても調べて比較してみたいと思い

ました。立山信仰をもっと取り上げてほしかった

です。 

立山も白山も北陸の民俗学のもっとも大きなテー

マでしょう。立山町には富山県［立山博物館］と

いうすぐれた博物館があることは、ご出身ならご

存じだと思います。立山曼荼羅を含めいろいろな

展示があり、立山信仰を知る上では格好のところ

となっています。常設展の他にも、ときどき特別

展をやっているので、帰省の折などに出かけてみ

てください。近くには巨大スクリーンでの「現代

の地獄絵」のビデオの上映や、地獄巡りなど、い

ろいろな趣向もあります。授業で立山信仰を取り

上げるのは、今回は少し無理かと思います。 

 

金属製の仏像が多いことに関して、山だからこそ

木製が多いんじゃないかなぁと思ったが、山伏の

生活に必要な道具として「金属」のありがたみも

あるのかと驚いた。 

現代ではほとんど失われてしまっていますが、日

本には「山の文化」というものがあったようです。

修験道のような山の宗教も、このような文化の一

部と見るべきとも言われています。金属の原料を

産出する鉱山は、山岳地帯にあるのが一般的です

し、それを加工するための燃料として、木材も山

から伐採されます。スタジオジブリの「もののけ

姫」などは、このような世界を描いたものでしょ

う。巨大なふいごを用いて鉄砲のような金属製品

を製造するのが、かれらの「産業」でした。 

 

越前永平寺の雲水たちは、毎年夏に白山拝登をし

て、奥宮の前で般若心経を読誦します。白山権現

は永平寺の守護神になっているということです。

加賀の大乗寺でも昨年から雲水たちが白山拝登を

行っています。ベトナム戦争の頃、アメリカへの

抗議のために、焼身自殺をするベトナムの仏教僧

がいて、何度かニュースになっていましたが、今

から思うとこういうのは捨身行のひとつと考えら

れますね。 

永平寺や大乗寺の事例は知りませんでした。禅宗

（曹洞宗）でも白山信仰を重視するのですね。私

の知っているものとしては、奈良の薬師寺を本山

とする法相宗が吉野の大峰山などをのぼったり、

高野山で狩場明神や丹生津姫が土地の神として重
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要な役割をするなど、奈良や平安初期の古い仏教

と、修験との結びつきでしたので、鎌倉新仏教の

曹洞宗は意外でした。ベトナム戦争の時の僧侶の

焼身自殺は、ベトナム戦争のセンセーショナルな

写真として、「捕虜の路上処刑」や沢田教一の

「川を渡る母子」などとならんで、有名です。私

の手許にも「写真が語る20世紀」という写真展の

図録の中に含まれていますが、見ると痛ましいば

かりです。 

 

那智参詣曼荼羅を見て思ったのですが、この曼荼

羅は実際の那智を表しているのでしょうか。小さ

い頃、那智に行ったことがあるのですが、こんな

にたくさん建物が建っていたか…。記憶違いかも

しれませんが。こういう曼荼羅や絵巻というのは、

現実の中にも脚色が混じっているものなのでしょ

うか。 

建造物に関しては、たしかに現在の那智とはずい

ぶん違いますが、おそらくある時代の景観をかな

り忠実に描いていると思います。参詣曼荼羅の目

的のひとつが、名所案内のようなものだったので、

あまり違いすぎるのは問題になるでしょう。しか

し、登場人物などはそうではありません。神話や

伝説の中の人物や、過去の有名な人物などが登場

します。那智参詣曼荼羅では滝で水に打たれる文

覚や、奥の宮で参拝する白河上皇などです。フィ

クションとノンフィクションが混ざり合っている

のです。また、ここでも絵巻物や錦絵でも見られ

たように、仏や菩薩はそのままの姿では登場しま

せん。本来「曼荼羅」というのは仏や菩薩のみで

構成され、景観や物語などの要素を排除した図絵

だったのですが、社寺参詣曼荼羅ではその逆を押

し進めているのです。 

 

 
13. 観音の説話 

 

 
※今回は最終回なので、全体を通した感想なども

いくつか見られました。カードに書いていただい

たものを、原則としてすべて掲載し、私のコメン

トや回答は最小限にとどめました。 

 

葬送儀礼の話がおもしろかったです。私は文人コ

ースなので、儀礼とかよく出てきますが、観音の

世界にも独特の儀礼があるんだなぁと思いました。 

 

今日の本題とはずれるのですが、今日の資料を見

ていて、外国人の記述が日本の学界で重要視され

ているケースを知り、驚いた。ルイス・フロイス

の資料がもっともくわしい補陀洛渡海の資料と

は…。そう考えると、日本の古人が記したものに

も、どこかの国の重要な手がかりになるものがあ

る気がして、おもしろいなぁと思いました。 

 

仏教は日本文学に本当に大きな影響を与えていま

す。そういった意味でも魅力を感じて楽しく講義

を聞かせてもらいました。ありがとうございまし

た。観音のために書かれたような多くの文学作品

を、今期に入ってからもつぎつぎと見つけること

になりました（探してみたのです）。「大慈大悲の

観音様」はただただありがたいものとしてたくさ

ん登場します。姿などくわしく描かれないのがほ

とんどなので、勝手に想像しながら私は読みます。

この講義を受けて「観音様もいろいろいるんだ

ぞ」と思うようになりました。観音が変化して、

変化した観音がまた変化する…そんなおもしろさ

を知っていくうちに、かつて読んださまざまな文

学作品を読み直したい気持ちも起こりました。い

ろいろなものに変化して、身近に現れてくれる観

音様は、好きになってありがたいと思わずに入ら

れませんね。変なまとめになりました。観音も仏

教も人とともにあるんですね。 

授業の内容を自分の研究に反映させてもらえてい

るようで、うれしく思います。 
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今でも死ぬことを「他界」というのは、死ぬこと

で別の世界へ旅立つという仏教的発想が根本なの

だろう。普通に「別の世界」として思い浮かぶの

は天国と地獄だが、仏教では一口に「天国」と言

っても数多くあるが、「地獄」のパターンはあま

り多くないように思えるが、どうなのだろう。

（血の池や針山は「地獄」という世界の中にある

ひとつひとつの場所のように思われるので）。浄

土への往生は説かれても、地獄に堕ちることはあ

まり大っぴらに説かれないような。 

末法思想で有名な源信の『往生要集』などには、

さまざまな地獄が克明に描かれていて、それが当

時の人々の恐怖心をあおったようです。時代が下

ると、このような地獄のイメージがステレオタイ

プ化して、恐怖心をあまり感じさせないような地

獄絵も登場するようになりますが。 

 

熊野観心十界曼荼羅図に何が描かれているのかは、

解説がないとうまくつかめません。仏教に精通し

ている人は別として、当時の人も似たような感じ

ではなかったかと思います。同時に曼荼羅がどの

程度、人の目にふれていたのかということも気に

なります。渡海船を自分で沈めるというコメント

にちょっと驚きました。 

解説のことを「絵解き」と言い、一種の芸能とし

て広く行われていました。参詣曼荼羅と密教の曼

荼羅とはまったく扱いが異なり、密教の曼荼羅が

通常、一般の人の目にふれることがなかったのに

対し、参詣曼荼羅は人々に解説することを前提に

して作られています。それを聞く人々は、仏教と

いう意識はなくても、地獄のイメージなどはかな

り共有していたのではないかと思います。 

 

ルイス・フロイスの著書の中にある渡海する人々

が袖の中に多くの金銭を入れるのはなぜなのかな

と思った。渡海船の四つの鳥居の大きさは、前後

が人が入るために大きくしてあるのだろう。卒塔

婆は船の中を死の世界として現世から隔離するた

めだろうかと思った。貧窮からの救済の説話が多

いのは、日本の多くの民衆が、いつの時代も貧し

く苦しい生活をしており、人々に仏教を広めるの

にむいていたからだろう。 

 

蛇に娘の婿にしてやるといってしまった父親の話

が、八犬伝の出だしに似ていると思った。敵将の

首と蛙の命では大きな違いだが…。伏姫はおとな

しく犬の嫁になったが、この話では観音が助けて

くれてしまっている。「娘の婿に…」などと軽々

しく言ってしまった父親が悪いのに、観音は約束

を反故にするようなことをしてもよかったのだろ

うか。 

 

わらしべ長者のモデルの話が、今昔物語であるこ

とをはじめて知った。縁起絵巻は、それぞれの場

所の仏、神の効果などを説話を通して紹介してい

たと思うが、昔話にもけっこう、身近にあるもん

だなぁと思いました。千手観音はもともと、よく

知られている観音ですが、自分にとっては子年の

観音であるので、けっこう、昔からとくに身近で

した。 

 

補陀洛渡海はさすがに今は行われていないと思い

ますが、それに変わるような何か行事みたいなも

のはあるんでしょうか。あと、今昔物語は、そこ

に出てくる寺の宣伝みたいな感じもするんですけ

ど、そのような意図はあったのでしょうか。 

補陀洛渡海に変わるような行事は、たぶん、ない

と思いますが、法要があるかもしれません。ある

いは観光客のために何か新しく行うようになった

かもしれません。今昔などの説話が寺の宣伝にな

るというのはたしかにそうで、たとえば『長谷寺

験記』という長谷寺の観音の霊験を集めた説話集

は、『長谷寺絵巻』とともに、各地で勧進を行う

ときに用いられたと言われています。文字を誰で

も読めるという現代と異なり、当時は誰かが読ま

なければその物語は伝わりませんから、説話のテ

キストは人々に読み聞かせることが前提に作られ

ています。 

 

今昔物語にも 40 話ほどもの観音に関する話があ

るとは知らなかった。身代わりになる話はよく聞

くし、絵巻物などでもよく見るが、異類婚系の話
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が気になった。他の仏でも化身となって現れる話

はよくあるものなのだろうか。 

おそらく観音が一番多いと思います。 

 

修験道というと何かあやしげなイメージもありま

すが、実際はどうなんでしょう。たしか「臨兵闘

者皆人裂在前」と呪文？を言っていたような（何

でも鑑定団のある修験者の依頼人が）、でも司馬

遼太郎の「梟の城」で、主人公の伊賀忍者も同じ

呪文を使っていました。 

修験道は少しもあやしい宗教ではありません。日

本人にとってはもっとも「日本的な」宗教です。

漫画や小説、映画などではおどろおどろしく描か

れているかもしれませんが。 

 

曼荼羅というのは金剛界や胎蔵界のみを示すもの

だと今まで思っていたので、参詣曼荼羅というも

のには驚いた。金剛界など仏が延々と並んでいる

ものもおもしろいが、死出の旅路などを描いたも

のはさらにおもしろいと思う。こちらの方があま

り曼荼羅に明るくなくとも理解しやすいからだろ

う。渡海船は本当に水上の墓場だなと思った。私

にしては卒塔婆があったり鳥居があったりと非常

に不気味だが、信者にとっては天国への豪華客船

だったんだろう。圧倒された。ぜひ一度自分の目

で見てみたい。肉食を禁じられた僧の前に瀕死の

イノシシの姿であらわれる観音の話は、何だか皮

肉っぽくておもしろかった。 

 

「那智参詣曼荼羅」と「熊野観心十界曼荼羅図」

のように、時の流れが一枚の図面に収まっている

ものがおもしろい。とくにこのように宗教色の強

いものが、現実の世界と教えの世界が区別なく、

同じ図面に描かれているのは、当時の人々の世界

観をよく表していると思う。 

 

ルイス・フロイスが補陀洛渡海のことを、悪魔に

生け贄を捧げる儀式と書いているのを知って、た

しかに海の神様の怒りをしずめるための生け贄の

儀式と似ている部分もあるように思いました。補

陀洛渡海を行った僧は、全員補陀洛に行ったこと

になっているのでしょうか。 

 

救済する側とされる側が似た姿をしているという

のが、おもしろいと思った。 

 

今昔物語、一話分読み切ってしまうぐらいおもし

ろかった。 

 

竹の芽を掘り出すことを、なぜ地獄で行うのだろ

うか。現代的に問題があるとだけおっしゃったが、

どういうことなのか意味が分からなかった。授業

の本質からは離れる質問ですが、気になったので、

よかったらどういうことなのか教えて下さい。 

紛らわしいことを言いましたが、それほど深い意

味があるわけではなく、これは石女（うまずめ）

地獄と言って、子供を産まなかった女性が堕ちる

地獄です。 

 

私はすべての授業の中で、観音の像よりも曼荼羅

などの絵画に興味を持ちました。仏教美術は他の

美術作品とはまったく異なっていて、その独特の

世界はすばらしいなと感じました。 

曼荼羅に関心がある人には、私の『マンダラの密

教儀礼』をすすめています。 

 

どうして人はここまで仏（観音）をうやまうのか。

実際に今昔物語にあるようなことはないだろう。

ありえるはずはない。けれど、人々はお参りをす

る。人は何かに頼らないと生きてゆけないという

ことか。それとも物語などが先行し、わたしたち

の中に観音とはこういうものという概念ができあ

がっているのか…。 

宗教は人類が存続する限り、存在するでしょう。

かつては科学技術の発展などから、宗教は姿を消

すというようなことが言われる時代もありました

が、そんなことはありえません。むしろ、より過

激な宗教が登場しているような気がします。 

 

観音が大衆的な姿で現れるということは、観音の

存在をより身近なものとしてとらえることができ、

観音信仰を普及させるのに役立ったのだろうかと
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思った。 

 

日本昔話に出てくる話は、仏教説話がもとになっ

ているものが多いのでしょうか。今の授業に出て

きた「わらしべ長者」もそうですが、自分に縁が

遠そうな仏教説話は、実は昔からテレビなどで見

ていたのだと思うと、身近なものに感じられまし

た。 

今昔物語をはじめとする平安時代の説話文学は、

日本の昔話の源泉のひとつです。それはさらにイ

ンドにまでさかのぼることができるものもありま

す。 

 

霊験説話は欲まみれストーリーだと思った。あと、

娘の父ちゃんアホすぎ。 

 

講義中に蟹満多寺の話を読んでなかなかおもしろ

かった。主人公が動物を助け、あとになってその

動物が恩返しをしてくれる話は昔からよくあるん

だなぁと思った。蟹が主人公を助けてくれる話は

はじめてだった。 

 

日本人の他界観がおもしろかったです。昔、外国

人は通っていけないところは、人が通れないよう

にしておかなければならないけど、日本人には止

め石で十分ということを聞いたことがあります。

見えない境界というのに、日本人は敏感なのかな

と思いました。捨身では人間の肉体があまり残ら

ないように思います。即身仏とはどのように異な

るのですか。今回も非常に興味深いお話と貴重な

スライドを見せていただき楽しかったです。つた

ない質問にも丁寧な回答をありがとうございまし

た。 

捨身も方法によっては肉体が残る場合があると思

います（石子詰めや焼身など）。即身仏も修験に

関係があると思いますが、よくわかりません。よ

く「日本のミイラ」と呼ばれますが、即身仏を作

るのも一種の葬送儀礼ではないでしょうか。 

 

補陀洛渡海は信仰に対する実践のことであるとの

説明であった。信仰によって命を投げ出すという

ことは私に考えられないが、世界的に見るとイス

ラム教とはイスラムの教えによってか、ジハード

といっては自分の命を捨てて、自らの憎むべき相

手に攻撃を仕掛けている。イスラムの教えはもと

もとそうではなかったと聞いたことがある。信仰

に対する実践は、「死」に対する考えとつながっ

て、常識的には考えられないような行動を可能に

しているのではないかと感じた。 

 

今までの授業を思い出しながら、総集編を聞いて

いました。授業を通して、仏教に対するイメージ

がたいへん変わりました。半年間ありがとうござ

いました。 

 

説話の中で観音の霊験があるときは、観音が助け

てくれたということは後付の理由で、「ああ、あ

のときは観音様が助けてくれたんだ」とされるこ

とが多いように思えた。観音は夢の中でなら観音

の姿で現れることができている。現実世界に出て

くる際には、化身となっていると思った。 

「夢の世界では観音の姿で現れる」というのは重

要な指摘だと思います。当時の人々にとって夢と

は「聖なる時間」「聖なる世界」であって、観音

がそのままの姿で現れることが可能だったようで

す。 

 

渡海船の「鳥居」がストゥーパに似ているという

話は、そういえばそうだなと納得しました。神社

の入口にも鳥居があるし、あの渡海船に乗ってい

る人は、もう異界に行く（行ってしまった）人だ

し、鳥居とか門には異界との区切りの役割がある

のだなと思いました。観心十界曼荼羅の人生の出

入り口にも鳥居がありましたね。輪廻して異界か

らやってくるということなのでしょうか。全体で

は向源寺の十一面観音がやっぱりすごくきれいで

した。あと、東慶寺の水月観音がすごく好きです。

装飾品や着ているものなど、中国的な感じがしま

す。那智の参詣曼荼羅も細部まで描き込まれてす

ごかったです。スライドでたくさんの図像を見れ

て、とてもよかったです。 
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今昔物語の観音説話の特徴に貧窮からの救済が圧

倒的に多いとあるが、今昔物語が広まったのは

「貧窮」という時代の抱える問題に対しての救済

が描かれてたことが大きいのではないかと思う。

これを通して信仰者も増えたのだとしたら、現代

がかかえる社会問題を救済する観音の話があれば、

そして世に広まれば、少し仏教信者になって救わ

れる人が増えたりしないのかなと思った。 

 

船の鳥居は衝撃的でした。外国にもたとえばキリ

スト教圏ならば、教会やマリア像などを載せた船

があるかと想像しました。 

 

今昔物語などの古典は高校の時にも扱われていた

が、観音がどのようなときにどのように変化して

人の前に現れる話はなかったので、今回の授業の

話は興味深かった。 

 

仏像にまつわる思想とか意味とかは別にして、作

品としてすごいなぁと思うものがたくさんあった。

スライドでたくさん仏像を見られてよかった。 

 

掲載されていた今昔物語を読んだがおもしろかっ

た。観音が女性の姿の化身となることが多いとい

うのはすんなりと理解できる気がする。なんか男

の姿ではいやですし…。 

 

この授業を通して、これまで仏教や仏像などにま

ったく興味がなかったが、これからは仏教の世界

にも目を向けてみたいと思った。父が仏像などに

たいへん興味があり、旅行に行くと必ずひとつは

仏教美術を見に、お寺や博物館などに行くので、

これからは私も積極的にそういうものを見たいと

思う。 

 

復元の補陀洛渡海船の模型がおもしろかった。実

際には残っていないというのが残念だと思った。

沈没の仕組みもおもしろかった。あと、今昔物語

も蟹とか蛇とかおもしろかった。 

 

観音が仏ではなく、一歩こちらに踏み込んだ形と

して現れるのは、とても日本的でおもしろかった。

日本古代（神話、神の時代）においても、人間味

あふれる神々の説話が残っていることにも、共通

する点が見られるのではないか。 

 

わらしべ長者が長谷の観音様の話だったとは驚き

ました。沢蟹の話も聞いたことがありますが、小

さい頃の記憶なので、観音の話だと思っていなく

て驚きました。こう見ていくと、日本昔話に出て

くる話は、大半が観音信仰にまつわるものなんじ

ゃないでしょうか。当時の庶民にいかに観音信仰

が重要だったかを表していますね。 

 

今昔物語で、観音が蟹になって蛇を殺す話もあれ

ば、観音が蛇になって現れるパターンもあるのだ

なと思った。蛇は聖なるものというイメージがあ

るのは何となく知っていたが、悪いものとして扱

われることもあるので、よくわからない。どっち

なのか。 

どちらでもあります。蛇は動物なのにウロコがあ

ったり、水の中（上）を行くことができたり、足

がなかったりと、ひとつのカテゴリーの中に収ま

りません。このような動物は「両義的存在」と呼

ばれたりして、しばしば「聖なる動物」として宗

教的に重要な意味が与えられます。 

 

熊野観心十界曼荼羅を見て、人の一生と死後の世

界を一枚の絵の中に治める構成力に感心した。さ

まざまな地獄の様子が描かれたものはよく見かけ

るが、天国でのさまざまな具体的な様子が描かれ

たものはあるのだろうか。 

浄土図があります（今期は月曜「浄土教の美術」

の授業でくわしく見ました）。阿弥陀のいわゆる

極楽浄土が一般的ですが、弥勒や薬師などの浄土

図もあります。 

 

今昔物語の中で蟹が出てくるのは驚きました。昔

話のさるかに合戦でも出てくるように、蟹のイメ

ージはよかったのでしょうか。 

手がはさみであったり、横向きにしか歩かないな

ど、特異な特徴がある蟹は、宗教的にも重要な動
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物のひとつでしょう。星座にも「蟹座」がありま

す。精神分析家のユングが蟹をしばしば重要なシ

ンボルとしてあげています。 

 

すべて同じように見えていた観音も、いろいろと

違いがあり、その違いもひとつひとつ理由がある

のだと、この授業を通して思った。 

 

講義の最後でもあったように、たしかに観音が救

済する際に、そのままの姿で現れるというイメー

ジは、私にもなかった。何か、まわり回って最後

に観音様のおかげだと気づくパターンが多いと思

う。それが日本的イメージなのだろうなと思った。 

功徳を積まないとこうなるよみたいな感じの地獄

の絵との対比は、西洋でもフレスコ画などによく

描かれていたと思う。参詣のありがたさが数倍増

しになるのではないだろうか。渡海船は意外にち

ゃんと船の構造をしていたのだなぁと思った。て

っきり、壊れやすいとか、穴があいているのかと

思っていた。観音の霊験の内容にはやはり貧窮が

多い。貧窮から逃れたいという願いが、当時の社

会に多かったのだろう。そういうことも考えると、

農村（まずしそうなイメージ）にも、信仰者がた

くさんいたということなのだろうか。ヨーロッパ

の聖人伝でも、農村と都市の聖人は守護してくれ

るもの違ったので、信者の要求にけっこう対応し

ているのかなと思った。 

 

熊野観心十界曼荼羅図に個人的に興味を持ちまし

た。曼荼羅の中心より少し上に「心」と書いてあ

って、いわれたらそういうことかとわかりました

が、ただ見てるだけでは何を意味するのかわから

ないです。当時の人はこれについてどう考えてい

たかが気になりました。 

「心」の文字を中心においた絵画には先行例があ

り、「一心十界図」といいます。これは、輪廻の

世界である十界を心のまわりに描き、われわれの

輪廻もすべて心の働きにすぎないという教えに用

いられました。熊野観心十界図は、それを「老い

の坂」と「地獄図」、阿弥陀三尊などと組み替え

たものです。「老いの坂」も六道絵と言って、輪

廻の世界を描いた絵画の、「人道」つまりわれわ

れと同じ人間の世界のところに登場します。 

 

今昔物語集の説話はとてもおもしろかったです。

観音信仰の様子が仏像がどーんと並べられている

のを説明してもらうよりもわかりやすかったし、

必ず証拠を残しているというのも、それは何なの

か探すのはおもしろいと思いました。 

 

徐福は伝説の人物ということでしたが、架空の人

物という意味なのでしょうか。日本の各地で徐福

が上陸した伝説があるのに、徐福自体が架空の人

物だとしたら、まるで架空の人物なのに住居等が

残されているシャーロック・ホームズのようだと

思いました。今昔物語とかにと蛇の話や、わらし

べ長者などは昔話で読んだ覚えがあり、懐かしく

感じました。 

実在の有無はよくわかりませんが、仮に実在して

いなくても、人々が「あれが徐福だったのだ」と

思えば伝説はできると思います。シャーロック・

ホームズが住んでいたとされる地番は、たしか今

はホテルが建っていると記憶しています。 

 

半年にわたって観音の勉強をしましたが、観音と

いう仏尊は衆生の祈り、願望、欲望が育て、成長

させ、変化させてきた仏尊であると思いました。

つまり衆生の願いを一身に背負っているという感

じです。 

 

今日で終わりとなり残念です。もっともっと本気

で勉強できたはずだったが、今ひとつだった。た

まにうとうとしてしまいました。すいません。で

も楽しい授業でした。 

 

今昔物語の中に描かれている庶民の姿がおもしろ

かった。仏教がごく身近に存在している様子がう

かがえる。 

 

観音が救済される側と同じ姿をとるというのはお

もしろいと思いました。観音に限ったことではな

いのかもしれませんが、救済された側がせめても
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のお礼をすることで救ってくれたのが観音である

ことに気がつくということが多いような気がしま

す。説話なので、気がつかなければ意味がないの

かもしれませんが…。観音が観音のまま現れると

畏れ多すぎて、救済しにくくなるのかなと、何と

なく思います。 

 

祖父の納骨式の時に、お経を上げていただいたお

寺の方が、説教というか、みんなに向かってちょ

っと話をしたときに、「どんなに悪い人も善人も、

死んでから 49 日の間に必ず次の生まれ変わりの

身体（器）を見つけてゆきます」と言っていまし

た。生まれ変わるということは、輪廻転生という

ことで、それを言うならば今の私も前世があると

いうことで…と考えていくと、お盆や正月に帰っ

てくる魂とはいったいどこから還ってきて、誰が

還ってくるのでしょうか。その辺の矛盾というの

はいったいどう説明されるのでしょうか。 

輪廻思想と祖霊信仰は別のものととらえた方がい

いでしょう。死んでから別の生命として生まれ変

わるのが輪廻思想で、死んだら祖霊となって、ど

こか死者の国のようなところにとどまっているの

が祖霊信仰です。日本は本来、祖霊信仰を基本と

していましたが、仏教の伝来とともに、その基礎

となっている輪廻思想が有力となります。しかし、

祖霊信仰も生き続けたため、両者が併存すること

になります。同じ様なことはインドでもあり、イ

ンドの宗教の基本を形成したアーリア人は祖霊信

仰を持っていたのに対し、インド土着の人々は輪

廻思想を信じていたようです。 

 

観音のヒーローっぷりと、仏教文化の持つ重層性

が、図像をともなってよくわかる授業でした。さ

まざまな場所や理由によって生まれる思想（ある

いは願い）が、土の下から上へと花開いたものの

うちのひとつが、観音に関する文化現象であると

とらえてよいでしょうか。 

 

半期にわたって仏像を見てきて、仏像というもの

をもう一度考え直してみたいと思った。あと、さ

まざまな観音が見れて、おもしろかったです。仏

教というと尊いために近寄りがたいというイメー

ジでしたが、そのイメージが親しみがあるなどに

変わりました。 


